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学校が「大和屋Jと呼ばれた項
琉球処分車後の沖縄における学校

近藤健一郎

A Study On the Schools in Okinawa 
immediately after The Close of the Ryukyu Court 
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はじめに

日本政府は1879年3月，沖縄人の抵抗にもかかわらず琉球藩と清国との外受を断絶し，沖縄県

を設置した。いわゆる琉球処分である。本論文は琉球処分直後の沖縄における学校の設璽に注目

し，①琉球処分直後の沖縄教育政策と沖縄統治との関連，②沖縄県庁が新たに設寵した学校が沖

縄社会に占めた位農の二つの課題を解明することを目的としている。

先行研究を整理しつつ，これらの課題をやや敷街しておく。

安里彦紀は，琉球処分直後は iW無為無策時代jであったにもかかわらず，政府，その出先機

関である県当局は，県民の教育，教化については，ことさらに意を払ったようであるj(l)と述べ

ている。確かにしばしば先行研究が引用してきたように，沖縄統治担当者は教脊政策を重視する

発言を行なっている。琉球処分直前の1875年11月から1876年5丹にかけて内務省出張所々長心得

として沖縄統治の責任者であった河原因盛美の「教育ノ道関クレハ，其他百般ノ事業ハ自然ニ理

義弁別シ人心講和シ朝旨貫徹シテ，時勢ノ沿革万醤ノ形勢ヲモ知リ，自ラ開化ニ至ルヘシj(21

初代沖縄県令鍋島直彬 (1879年4月一1881年5月在職)の「言言語風俗ヲシテ本州、|卜同一ナラシム

ルハ当県施政上ノ最モ急務ニシテ，其法岡ヨリ教育ニタトナラス」(3)，第二代沖縄県令上杉茂憲

(1881年5月一1883年4丹在職)の「於是県治上尤モ緊急トスル所ノ教育勧業其他諸般ノ事業ヲ

施サンj(4)との知くである。阿波根霞誠，森田俊男，金城正篤，佐竹道盛，浅野誠，佐久川紀成，

鳥袋勉などの先行研究者は，これらの発言を引用しながら沖縄統治担当者が教育政策を重捜した

ことを明らかにしてきた(5)。政策担当者が教育を重視したことの意味を， i功利主義的な啓蒙的
発想よりは， w古語風俗』の f間イヒが中心的方針であったj(6)との如く，沖縄の言語嵐俗を

大和(7)のそれと同一化するためであるとの把握は，事態の一面を明らかにしている。

しかし先行研究は， i明治政府z 沖縄県庁にとって，同化教育の展開は， (中路) W言語風俗ヲ

シテ本州、iト同一ナラシムルハ当県施政上ノ急務』とあるように，沖縄教育の中心テーマで、あっ

たj(8)との如く，これらの発言から教育重視と「同化j教育を当然のこととして議論を展開して

いる。どのような沖縄の状況を反映して教育を重視したのか，なぜ「同化j教育を行なったのか，

政策担当者が教育を重視したことは彼らの統治構想のなかでどのような意味を持つものなのかと

いう点が未解明である。河藤田盛葵が「勧学勧業ハ詞翼ニシテ閥ナカラ急務タ 1)j(9)と述べたよ

うに，沖縄統治担当者は決して教育のみを重視したのではない。勧学と勧業をどのような関係と

して構想していたのかを解明することは，教育を重視した理由と教育の性格を明らかにするため

に重要である。

沖縄統治担当者が教育を重視したにもかかわらず，琉球処分誼後の1880年には，沖縄県念体で

小学校数はようやく 14校に過ぎなかった(10)のであり，構想どおりに施策を実現できずにいた。f県

当局が，唯り教育に摂り断然革新の方針を採り，十三年から着々敢行するにヨさったj(ll)とするこ

とは，過大評価である。この点については，浅野誠，佐久川紀成，盟港朝昭，辺ゴ二名朝有などが

すでに明らかにしており(12) 教育政策が決して沖縄統治の方法である日日慣存続J政策の例外

でないことは，先行研究の共通認識となっている。

沖縄県庁は琉球処分直後に教育を行なう場として三種類の学校を設置した。第一が会話伝習所，

のちの師範学校である。第二が中学校であり，第三が小学校であるo

1880年2月に沖縄県庁が初めて設寵した学校である会話伝習所は， i通訳養成j(13)あるいは「普
通話jの話せる小学校教員の養成(14)を白的としていたといわれる。しかし筆者は，会話伝習所
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は沖縄県庁が初めて設寵した学校であること，また入学者や入学させた方法からも，この設置の

意味は上述のような評価にとどまらないと考えている。この機関の位置づけの弱さは先行研究の

弱点であり，沖縄統治における教育機関の役観を過小評価することにつながっている。

それぞれ一校だった師範学校と中学校の増設はさしあたり必要ではなく，沖縄県庁の課題は専

ら小学校を沖縄各地に設置し就学者を集めることであった。この課題に対しては，上杉県令が沖

縄各地を巡醤し (1881年11-12月に沖縄島及び1882年8月に久米島・宮吉島'石垣島)，小学校

設置を督励したことが重要な役割を果たした。事実，巡居前の1881年の19校が巡剖後の1882年に

は51校に急増している(15)。このよ杉県令の小学校設費督励について田港朝昭が，上杉県令は学

校開設及び生徒就学の督励に重点を置き， 1882年に小学校がほぼ全地方にいきわたったことによ

り彼の施策がかなり成功したと妥当な指摘をしている(16)。

小学校が各地に設置されても，沖縄人児童はなかなか就学しなかった。全国平均と比べて就学

率が低いことについては， r文部省年報jなどを史料として，太田朝敷や浅野誠などが明らかに
している(17)。また就学率が上昇していく過程において，就学者に対して文呉給与や夫役免除あ

るいは役人資格の授与を行ない，また一方で強制的な就学督励を行なったことは，阿波根蹟誠や

上沼八郎などが指擁している(18)。しかし浅野誠・佐久川紀成は，就学督励は地域社会の 1)ーダー

たる地方役人層の子弟を主な対象としていたことを指摘しつつも，それを「当時の一般農民にお

ける教育の必要性の欠如，康史的社会的状況いわば，内からの教育の欲求の生じていない一般農

民の状況を変更することなく，つまり!日慣温存でやっていこうとすることからくる必然的結

果J(19)であり，上杉の「限界Jだととらえており，この就学督励が持つ教育上，統治上の積極的
意義を押さえていないという弱点を持っている。

先行研究は沖縄人がなかなか就学しなかった理由として，琉球王器時代の教育機関が官吏養成

機関であったことに端を発する庶民は教育を受けないという慣習による教育要求の欠如(20)や沖

縄人の貧困とそれに伴う若年労働の必要性(21)などを指摘してきた。これらの指摘は事実の一面

を解明しているものの，全国的な就学率の低さの原器と沖縄のそれを並列化してしまっており，

沖縄における就学率の圧倒的な刊誌さJ(22)やその後の就学率の上昇の遅さを解明できていない。

全酪各地で就学思避があり，その要臨が沖縄においても就学しない要因となっていることは事実

である。けれども沖縄における就学率を全医平均のそれと比較するとき，沖縄の就学率の f低さJ
は圧倒的である。このことを視野に入れれば，阿波根謹誠が指摘しながらその後発麗をみていな

い論点(23) すなわち学校を「大和屋Jと呼んだ事実に住認すべきだと筆者は考えている。この「大

和屋jという呼称は，学校が地域社会において占めた位置を解明する重要な手がかりであるが，

この論点は今まで注意を払われずにいる。

さて以上のことをふまえて，本論文において琉球処分謹後とはいつごろまでを指すかという点

についてまとめておきたい。筆者は，琉球処分直後の沖縄における学校教育の特徴的な事象とし

て以下の諸点を考えている。第一に，沖縄人は従来の服装(琉装，結髪)を維持しており，学校

生徒・児童の集団的な断髪は行なわれていないこと。第二に，鍋烏県令は言語嵐俗の向ー化を学

校教育に求め，言語の f開化j策として「会話j科を特設していたこと。第三に就学督励におい

て役人資格の授与などを行なっていたこと。これらはすべて1887，88年までの事象である。した

がって，本論文はおよそ1888年までを琉球処分直後とし，考察の対象とする。

以上の整理に基づいて，本論文の構成と主要な史料を述べたい。
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1. r琉球処分前後の沖縄教育政策Jでは，琉球処分前後に沖縄統治の責任者であった河原田
蟻葵と鍋島直彬に焦点をあて沖縄教育政築を解明する。主要史料は，河原因については「琉

球備忘録J(琉球政府『沖縄県史』第14巻. 1965年)や「琉球紀行J(琉球政府 f沖縄県史j
第14巻.1965年)及び国立史料舘が所蔵する祭魚稿文康i自蔵史料のうち f琉球在勤番類J.r河
原田盛美藤歴jなどである。また鍋島直彬については「沖縄祭学校費金学資金ノ件J(琉球

政府『沖縄県史J第12巻.1966年)や「沖縄県へ勧業費下渡ノ件J(琉球政府 f沖縄県史i
第四巻. 1966年)などの公文書である。

2. r沖縄における学校設置jでは，琉球王国時代とは異なる新たな学校の設置について.r文
部省年報J. r官報jに掲載された「沖縄県年報J.r沖縄県日誌j(琉球政府『沖縄県史j
第11巻. 1965年)や『上杉県令沖縄県巡回日誌J(琉球政府 f沖縄県史j第11巻.1965年). 
f沖縄県統計書iを主要史料として，学校数とその性格について解明する。また，これらの
学校教員の構成についても雷及する。

3. r沖縄人の就学状況と就学督励の実施jでは，新しく設寵された学校に沖縄人児童がどれ
くらい就学したのかを 2で示した史料群により整理する。そして学校記念誌や沖縄教育会の

機関誌である『沖縄教育iなどに掲載されている留想録を主要史料として，当時の沖縄人の
学校観を明らかにしつつ，就学率の「抵さjについて解明する。さらに，沖縄各地で行なっ

た就学督励の実態及びその意味を解明する。

4.日大和麗jとしての学校Jでは，学校教育の内容及び学校における言語風俗疫学校記念誌

等に掲載された困懇録や生活誌の記録を史料として明らかにし，地域社会における学校さら

に学校教員の持つ意味を解明する。
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はすべて復刻版による。

(ll) 太田戦敷 f沖縄県政五十年jおきなわ社， 1932年初版， 1957年再版，再版71賞。

(l2)前掲，浅野誠・佐久JII紀成「沖縄における鷺爆直後の小学校設立普及に関する研究j29-43頁。田港

報沼rsJj治十二年前後の教育政策J，沖縄康史研究会『沖縄歴史研究j創刊号.1965年， 26-30頁。
辺土名靭宥 f明治中期における沖縄教育政策(試論)J，沖縄歴史研究会 f沖縄歴史研究j第9号，

1971年， 76-79頁。

(同前掲，森閏俊男『沖縄問題と国民教育の鍛造J123賞。

(1時前掲，阿波根直誠「初等教育J307頁。

(15) r沖縄県年報J.r文部省第九年報J672頁及び f沖縄県年報j，r文部省第十年報J773賞。
(16) 前掲，司港朝沼「明治十二年前後の教育政策J27頁。

(1時前掲，太田朝敷 f沖縄県政五十年J73-77頁。前掲，浅野誠・佐久JII紀成「沖縄における蜜県蕊後の

小学校設立欝及に関する研究J23-24頁。

(1時前掲，河波根底誠「初等教育J312頁。上沼八郎 f沖縄教育史一一独自性の確認、過程一一J，梅根悟

監修・世界教育史研究会編『世界教育史大系j第3巻，講談社， 1976年.277賞。

側前掲，浅野誠・佐久JII紀成「沖縄における霞県直後の小学校設立普及に関する研究J39頁。

側前掲，安!:ll.彦紀 f沖縄の近代教育J'133W。阿波根直誠 f沖縄における教育意識の変遷についての試

論的研究一一1870年代から1890年代における教育意識の史的分析一一J，r琉球大学教育学部紀要i
第23集第l部， 1979年， 254J言。

制阿波根直誠「教育の諸情題j，沖縄県 f沖縄県史j第I巻， 1977年， 304頁。前掲，上沼八郎「沖縄教

育史J277真。

脚本論文では，就学率の「低さjとカッコをつける。本論3(1)で述べるように，先行研究では就学率の

f低さjの原因を沖縄人が普遜教育に対して持つ意識が希薄であったことなどに求め，就学率の f低

さjを否定的なものとして記述してきた。これに対し筆者は，就学率の「低さjを琉球処分霞後の沖

縄における学校の性格の問題としてとらえることにより，むしろ当然の結果であると考えていること

による。

制前掲，阿波根康誠「教育の諮問題J304賞。

1.琉球処分前後の沖縄教育政策

(1) r教育ト勧業トノニツヲ注意スヘシj
1872年 9月14日，日本政府は琉球国王尚泰に対し「陛シテ琉球藷王ト為ス。叙シテ華族ニ列

スJ(1)旨を伝達した。琉球主習を消滅させ，琉球藩を設置したのである (2)。この琉球藩を管理す

る役所として. 1872年 9月に外務省出張所を設置した。そして軍離を台湾に出兵したことにあわ

せて. 1874年 7月に沖縄統治の担当を外務省から内務省に変更し，外務省出張所を廃止し，内務

省出張所を設寵した。この内務省出張所に勤務した一人に，河原田盛美がいる。
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河原器盛葵は， 1874年9月13日に内務省琉球藩事務取調掛に，そして翌年5月19日琉球藩在勤

を命じられた(3)。同年 7月に，琉球処分官松田道之とともに沖縄に入り (4)以後，内務省「出張

所在勤官吏ノ義ヲ以テj(5)琉球藩庁との f交渉jに加わっている。

河原田は1875年8月218，今帰仁王子らに以下のように述べ，琉球藩庁に対して威圧的に処分

に臨む姿勢を見せていた。

今般松田大?s奉シ来ラレタjレ輯命ノ義，間十余日ニ至1)今(未一一筆者)ニ遵奉致サレ

ス貴藩ノ不都合云フ計ナシ。不肖ノ拙者在勤ノ命ヲ蒙1)大丞卜同行此地ニ来リ此不都合ヲ見

jレニ忍ヒスo 腕肝ヲ枇麓センカ為メ今日態々羅(龍一一筆者) 1) 越候(6)

そして，沖縄は f日本ノ属藩ニシテ清盟ノ隷属ニ非p)ざることを主張するために，地理・人
種・歴史など16の要素をあげ， r速二日本ノ命ヲ泰シ国家ノ安寧ヲ嚢リ有名無実ノ産礼(清酒と
の冊封関係のこと一一筆者)ヲ廃止j(8)せよと，日本への専属と清固との外受関係断絶を命じ

ていた。ここには沖縄を日本領として確定する琉球処分を行なう政府の意を体した官僚としての

姿勢を読み取ることができる。

しかし「吏渉jに出席し，沖縄人士族が執劫なほど日本導濡に抵抗し日清 f両属Jの現状を維

持しようとするのに接して，河原田は強硬な処分の一方で，沖縄入の人心を掌揮するための現実

的な統治方策の必要性を強く認識し，内務省に対して内務省出張所の権限の強化とあわせて勧業

による民生安定を主張した(9)。

河原田は，沖縄が現在「尚二三百年ノ旧套ヲ守ツテ開明ノ良法二着眼セサルハ，翠寛勧業ノ遵

ニ勉励スjレモノナキ故ナリj(lO)と考えて， r着藩以来兼テ勧業ノ率二顧念シ講査j(11)していた。
1874年から「流(琉一一ー筆者)球意技光介殻ヲ米国ニ輸出スjレj(12)事業に着手し，また1875年

11丹13日に内務省出張所々長心得になり，その直後の14日から18臼まで慶良開諸島の植生風土生

活等を調査する(13)など，沖縄の産業開発を意図していた。これは，河原由が農学，農政に関心

を持っていた(14)ためばかりではなく，次のような意昧そ持っていた。

河原田は慶良間の家屋を「甚不潔ナl)j(15)と観察した。そして沖縄に住むf王子民ハ愚昧ノ極j(16)

にある人々であり， r草昧未開j(17)ととらえた。この状態を沖縄の産業開発により打破し， r物産
繁殖シ百姓既ニ豊鏡ナルトキハ藩内隆盛ニ歪ル可シj(18)と構想した。河原因にとって，沖縄の経

済的な繁栄が重要な課題だった。河原田はこの課題達成のために， r勧学勧業ハ両翼ニシテ両ナ
カラ急務タリ。実二国民挙テ富鱗ニ赴クト量産トモ，其民ノ智識少シクモ進マサルトキハ，其箆欝

モ亦侍ムニ足ラサjレナリj(19)と考えて，勧学を重視した。このことから当然にも， r実学ヲ誘導
シテ人民方向ヲ立シムルヲ以テ第一ノ急務トス可シj(20)と述べたように，産業と結びついた「実

学jを重視した。

もう一点，勧学を推進しなければならない重要な理由があった。

琉球王国は前述のように1872年に琉球藩へ解体されたけれども， 1879年に沖縄県が設置される

までは，琉球王国の統治機構を維持していた(21)。この状況に対して1875年9月13日，河原田蟻

美は内務省出張所が沖縄における裁判権と警察権を持つべきことを松田道之へ提苦した(22)。こ

れは内務省出強所による沖縄統治の基盤を作らなければならないとするものである。同時に，鹿

児島からの寄留隣人を中心とした大和人が f粗暴j(23)であるため沖縄人がこれを恐れ f官吏ヲモ

蔑視並呑スルノ形勢j(24)があり，この状態をなくすためにも裁判を「公正Jに行なわなければ，
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沖縄人の人心掌躍はできないと考えたからでもあった。

しかし，この施策には難点があった。凋原田は次のように述べている。

当藩ノ慣習ニ平氏ノ学校ニ入ルヲ免サス，婦人ノ学問スルヲ厳禁ス。故ニ農戸ニ至テハー

了字ヲ知ラサルノ野民ノミ。法律ヲ布告スルモ，余国法律ノ何物タルヲ知ルモノ吏ニナカル

ヘシ(25)

法律，裁判を「公正jに持ない沖縄を統治するためには，政府の法律や命令を伝えることが必

要であり，文字の読み書きの知識を沖縄人に求めなければならなかった。そのために河藤忠は「学

校ノ方法ヲ改正シ，各校ニ官有ノ書籍ヲ備へ見聞ヲ博クナサシムルヲ以テ第一トス可シj(26)と述

べ，琉球王国時代の学校制度を改めることが勧学を行なうために必要だと考えていた。

ここで簡単に琉球王国時代末の学校制度の特徴を整理しておく。

この時期には，首里・那覇・泊に「村学校Jという初等教育機関があり，さらに首里の修7者

を入学対象者とする「平等学校jが首里に 3校，さらにその修了者を入学対象者とする「菌学J
が首盟に 1校あった。そのほかに，久米に明倫堂という中等教育機関があり，各間切には f筆算

稽吉所j，r会所j，r村学校j などと呼ばれる初等教育機関があった。
特徴の第一は，就学者である。村学校・平等学校・医学は，基本的に士族を対象としていた(27)。

また f筆算稽吉所jは士族のほか，将来地方役人になる奉公人と呼ばれる平民階層の子弟が就学

していた。女子は就学できなかった。

第ニは，教育舟容である。上述の機関で行なっていた教育は，四書五経などの{語学に加えて習

字，算術であった(28)。これらの学校での f教育の基本は実務練習j(29)にあり， r上は国学から下
は筆算稽古所に至るまで，一貫して官吏養成の機関となっていたj(30)。

河原毘は，1875年12丹10日に那覇にある村学校4箇所を視察し，r生徒ノ課業ヲ試j(31)みている。
このような実地観察もふまえて，河原田は「入校スルモノハ士族ノミニテ，平民ヲ薮ミ婦女ハ仮

令王妃費族ト量産モー字ヲモ学ハサjレ慣習ナリ。故ニ平民ト婦女ハ日ノ名ヲモ知Jレモノナシ。天品

ノ人材ト量産トモ成規外ノ書籍ヲ読ムコ卜能ハスj(32)と述べたように，士族男子しか就学しない従

来の学校制度に対して批判的であった。このことは統治の必要上，沖縄人が文字を読めなければ

ならないという勧学の必要性からして当然であった。これは加えて教育機関に就学するような「中

戸以上ハ孔孟ノ学ニ深醇スルモノナレハ，甚浅識問植如侭トモスル能ハスj(33)との如く，従来の

教育内容は産業開発のための実学の視点からすれば「浅識jであり，また琉球藩に清閑との関係

を断絶させるという琉球処分の方針からすればf盟翻jであるという認識と重なっている。「日本j

で出版されている実学の書籍が読めないような教育は，河原田にとって意味はなかった。

このように，産業開発と結び、ついた「実学jと，文字の読み書きを内容とする教育を河原田は

重視した。阿波根醒誠が「開化的な f同志は人数も少く，わずかに内務省の役人と連絡し，その
保護をうけなければ危検で活動できないj状態にあったという。従ってこのような状況の中で，

庶民の勧学に力を尽したのは寧ろ当時の派遣官吏であったj(34)と述べたように， r開化的なj 沖
縄人がいないために， ?可原田など日本政府の官吏が止むを得ず勧学を行なったわけではない。湾

原因などには勧学に力を尽くす必然性があったのである。

しかし，河原田は教育制度の「改革Jをただちに実行できたわけではなかった。かつての琉涼

国王尚泰を琉球藩王に戴くこの時期には，沖縄人の抵抗ゆえに制度「改革Jを行なうことができ
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なかったためである。従って「将来藩治ニ従事スルモノ，教育之選ヲ以テ第一ノ目的トセサル可

ラj(35)ずと， r将来j の課題とせざるをえなかった。この課題の f達成j は，木梨精一邸内務省
出張所々長の時期を経て，琉球藩を廃して沖縄県を設置した後にまで持ち越した。その時，沖縄

統治の最高責任者となったのが，初代沖縄県令鍋島藍彬である。

(2) r漸次回競ヲ改良シ教育ヲ普及ナラシメ度j
1879年3月27El，松田道之が「県令ニ対シ土地人民其他|日藩ノ管轄ニ属シタル諸般引渡シノ手

続ヲナスヘキ事j(36)と琉球藩を謄藩し新たに沖縄県を置県する旨を申し渡した。しかし沖縄の旧

支配階級は rlf立判誓約書Jを作成し明治政府による沖縄統治への不服従・非協力の運動を組織化
したり (37) また f脱清j行動による清臨への歎願そ通じて琉球::E謂復興を試みる(38)など，琉球

処分を歓迎しなかった(39)。沖縄人による抵抗を受けながら，沖縄県令鍋島車彬は沖縄統治を実

行しなければならなかった。

ところで沖縄統治を実行する沖縄県庁の特徴は，置県から1945年の敗戦までー賞して大和人が

県庁上層部を占めたことである (40)。鰻烏県教のもとで、は，県庁の人員構成において鍋島の出身

地である長崎出身者が100人中33人と最も多く，また沖縄人は24人と長崎に次ぐが24人中22人が

御用掛という最下位の職に任じられていた(41)。しかし実際の地方統治には， r苦虫那覇久米泊ノ
地方ニ関スJレ役人及ヒ諸問切ノ役人ヲ更ニi日職名ヲ以テ現在ノ職務ニ命j(42)じ，従来週り沖縄入

をあてていた。だから，沖縄人の抵抗は鍋島県令による沖縄統治を困難にした。

鍋島県政は，まず勧業と勧学に関する政策の実施に着手しており，このことはしばしば指摘さ

れている (43)。勧業政策のーっとして，従来からの砂糖代前貸し制度を引き継ぐために 7万円弱

の下渡を政府に申請し承認されている(44)。しかし鍋島は，この施策を f各器切ヨリモ時々歎訴

致出，実ニ目今難差龍事実j(45)となってから着手したのに対し，教育政策に潤しては自ら積極的

に展開している。いいかえれば，糖業を中心とする勧業は沖縄人が生活維持のために必要とする

側面もあったが，勧学は鍋烏県政にとってこそ必要であったのである。

琉球処分直後， r他の諸官衝，学校所と共に那覇の各村学校所も悉く閉鎖してしまったj(46)。
この状況に直謝した鋸島は1879年6月28日，沖縄入に対して!日来の学校に「従前ノ通j就学する

ことを求めた(47)。その結果，r告諭勧奨時々吏員ヲ派遣シ百方手ヲ下シ，間年(1879年一一筆者)
十月十一月ノ陪ニ主リ梢ク普盟那藤久米村泊村ノ諸学|自ニ復セシムjレヲ得タj(48)のであった。復

活した学校は従来通り f該地吏員タルilJキ者ヲ養成スル所j(49)であり，教育内容は f問書五経唐

詩j(50)であった。鍋島はこの事実を認識して当面する教育政策の課題を以下のように構想した。

県下従来ノ学事ヲ約書セハ，孔孟ノ筈ヲ講シ厚ク道徳ノ道ヲ尊信スルノミニシテ，皇学洋

学等ハ勿論博ク諸子百家ノ欝ニ渉リ知見ヲ拡張スjレハ強テ勉メサjレ風習ニテ，遂ニ改良セサ

ルilJカラサルモノ有リト量産トモ，黙トモ因襲ノ久キ意、濠之ヲ変更セハ恐クハ多少ノ弊害ヲ生

セン。故ニ既設ノ学校ハ姑クi日ニ依1)業ヲ授ケ，別ニ小学師範学校ヲ開キ小学教員タル珂キ

者ヲ養成シ，県下ノ人ヲシテ普通学科ノ大概ヲ割撃耳関シ稿其善良ナJレヲ知jレニ叢リ揺シテ

後チ漸次旧弊ヲ矯メントス(51)

すなわち，琉球王国時代から続いている f既設ノ学校」つまり国学・平等学校・村学校，皇室算

稽古所を「改良Jの必要性を感じつつも疏球処分前と変わらず復活させ，一方で別に新たな師範
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学校受創設し， 1県下ノ人ヲシテ普通学科jを教えしむる構想を立てたのである。「普通学科Jと
は f標準語j(52)を中心とした修身・読書・算術などであり，その点では出来の学校と新たな学校

は対立した。

しかし旧来の学校を復活させた意図は，出来の制度を変吏したならば「多少ノ弊害jが生じる

から，それを恐れてやむをえず 11日慣温存の政策にそって教育政策も麗関j(53)しただけではない。
必ずしも政策機想において旧来の学校とこれから新しく設置する学校とを対立するものとだけと

らえていたわけではなく，後述するように新しい学校へ就学させるものの募集源として，旧来の

学校は無くてはならないものだった。

鍋島県政は1879年末に，師範学校の設立に着手することから新しい学校の設号室を試みた。師範

学校の創設・維持に関する予算の下渡を要請した， 1879年12月12日の大蔵省への上申書で次のよ

うに述べている。

言語風俗ヲシテ本外|ト詞ーナラシムルハ当県施政上ノ最モ急務ニシテ，其法国ヨリ教育ニ

外ナラス。間テ至急、普通ノ小学教科ヲ制定シ師範学校ヲ設置シ，漸次19規ヲ改良シ教育ヲ普
及ナラシメ度(54)

ここでふたつの重要な点を述べている。

第ーは言語風俗を f本州ト同…jにすることを県政の「急務jとしたことである。河原田盛美

が経済的繁栄を主要な政策課題としたために実学を奨励し， 1風俗慣習等強テ麓革セサJレヲ良策
トスヘシj(55)，1風俗修飾ハ何時二改正ナルヘクj(56)と述べていたことと比較すれば，琉球処分
を境とする変化が明らかである。言語風俗の大和化(57)は，沖縄の帰属を清悶との外交問題にし

ないために重要な政策であるのみならず，大和人の役人が話す言葉が沖縄人に通じない(58)こと

は沖縄統治の障害であり，沖縄人に「標準語jを教え込むことは統治を行なううえでも必要不可

欠であった。

第ニは「普通ノ小学教科ヲ制定シ師範学校ヲ設龍シ，漸次!日規ヲ改良シ教育ヲ普及jさせるこ

とにより「急務jを達成するとしたことである。この時点の「学校jは旧来のままの教育内容で

あったので，言語風俗を大和化させるような「普通ノ小学教科Jを施行する必要があった。また，
それを教えうる沖縄人教員を養成することが必要であった。

沖縄人教員は「他府県ニ仰グノ冗費ヲ省j(59)く，すなわち f費用節減のためj(60)だけに必要だっ

たのではない。大和人に「粗暴ノ輩アリテ琉球人之ヲ恐ル、コト猛虎ノ如シj(61)という状況があ

る以上，たとえ雷語風俗の大和化に便利であっても大和人のみが学校教員であることは就学を督

励するうえで得策ではなく，就学を促進するためにも沖縄人教員が必要不可欠であった。そして

沖縄人教員の養成は問時に「県下ノ人ヲシテ普通学科ノ大概ヲ目撃耳関シ輪其善良ナルヲ知j(62)

らせる第一歩であった。

こうして，出来の制度を復活させて「改良jを試みつつ，沖縄の言語風俗を大和のそれと f岡

山にする大和化の中心点として機能する機関として，新しく学校凌設置しはじめた。
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一一注一一

(1) 松田道之 f琉球処分』第一冊，明治文化資料叢審刊行会編『明治文化資料叢警』第4巻，風問委関，

1962年， 19頁。

(2) 1871年の廃藩置県に際し鹿児島県の管轄下に入っていた。

(3) r湾原沼控室美履歴J1902年，国立史料館所蔵。
(4) 前掲『琉球処分j第二冊，前掲『明治文化資料叢書j第4巻， 100真。

(5) 同上書， 103賞。

(6) r琉球秘録並鬼界鳥取調節条J，~設立史料館所蔵。
(7) 向上。

(8) 悶上。

(9) 湾原田盛美 f琉球在勤書類J，国立史料館所蔵。河原隠豊富美 f琉球備忘録1.琉球政府 f沖縄県史j第

14巻， 1965年， 203-216賞。

(10) 前掲 f琉球備忘録J，前掲 f沖縄県史』第14巻， 208真。

似) 向上。

(12) 前掲『河原田盛美緩膝j。

同河原凹盛葵 f琉球紀t子J，前掲『沖縄県史j第14巻， 232-235真。

(刈鎌田永吉 f河原因盛美・史料ノートー…大久保政権の『社会約支柱』に寄せて一一j，文部省史料

館 f史料館研究紀婆』第4{予， 1971年， 98-99頁。河原田豊喜美は1871年に『臼本農学捷径』全3巻を

著している(r十七年三月版河原因盛美版権書類J，国立史料館所蔵)。
同前掲『琉球紀行j，前掲『沖縄県史j第14巻， 233頁。

(16) 前掲 f琉球備忘録J，前掲 f沖縄県史』第14巻， 224頁。

(1力向上審， 204頁。

(18) 岡上書， 224~。

(19) 向上。

~o) 向上。

似) 菊山正明「霞県前後における沖縄統治機構の創設j，早稲田大学法学会 f阜稲田法学j第60巻第3号，

1985年， 116頁。

側前掲 f琉球備忘録j，前掲 f沖縄県史』第14巻， 203-207頁。

側同上書， 203J葉。

側向上書， 205~o 

~5) 向上書， 203頁。

仰) 向上書， 224頁。

申7) 島袋源一郎によれば， r平氏子弟中将来医者たらんと志す者は稀に村学校，平等学校受経て国学に入
学するものありしJという(島袋源一郎箸・国頭郡教育会綴 f沖縄県国頭郡志j1919年， 154頁)。

側比嘉春潮「物語藩史・琉球務j1966年， r比嘉春潮全集j第2巻，沖縄タイムスネ士， 1971年， 49頁。
浅野誠 f沖縄県の教育史j忠文閣， 1991年， 113-123頁。

側阿波線朝松 f廃藩以前の教育j，琉球政府 I沖縄県史j第4巻， 1966年， 65賞。

側比嘉春瀬 f沖縄の歴史J1965年，前掲 f比嘉春瀬全集』第I巻， 299頁。

事1) 前掲『琉球紀行j，前掲 f沖縄県史j第14巻， 237夏。

側前掲『琉球備忘録j，前掲『沖縄県史』第14著書， 223-224賞。
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側向上書， 224頁。

側阿波根夜誠 f初等教育j，前掲 f沖縄県史j第4巻， 300頁。

側前掲『琉球紀行J，前掲 f沖縄県史j第14巻， 241頁。

制 高官掲 f琉球処分』第三冊，前掲 f明治文化資料叢欝j第4善幸， 221頁。

制我部政男 f隣治関家と沖縄』三一議房， 1979年， 225-258頁。

11う

側赤嶺守「琉球復IB運動の一考察j，地方史研究協議会編 f琉球・沖縄問一ーその歴史と日本史像i雄山

閣， 1987年， 180-201頁。

倒本論文では琉球処分の過程については行論上割愛する。この点については， r沖縄県史jの該当部分，
すなわち，金城iE篤 f総説J・出港朝昭 f琉球処分j(第 1巻， 1977年)，島尻勝太郊 f総説j .金城

主篤「明治維新と沖縄j(第2巻， 1970年)のほか，以下の文献を参照されたい。沼港朝協 f近代に

おける沖縄j，朝篤直弘ほか編『岩波講座 臼本腰史』第16巻，岩波書!乱 1976年。安良城盛昭『新・

沖縄史論j沖縄タイムス社， 1980年。商盟喜行「琉球処分と様太・千島交換条約j，荒野泰典・石弁

iE敏・村井章介編 fアジアのなかの尽本史j第4巻， 1992年。我部政男 f日本の近代化と沖縄j，大

江志乃夫ほか編 f岩波講座近代日本と植民地』第1巻，岩波警!乱 1992年。

約)比嘉春潮・籍多正次・新史R!{ニ『沖縄j岩波書癌， 1963年， 134賞。

制前掲，菊山正明「置県議後における沖縄統治機構の創設j133-135頁。

制前掲 f琉球処分』第三冊，前掲『明治文化資料叢警i第4巻， 224頁。

制比嘉春瀬『沖縄の膝史J1965年，前掲『比嘉春瀬全集j第 I巻， 412-413頁。金城正篤「初期県政j，

琉球政府 f沖縄県史j第2巻， 1970年， 182頁。

制 f沖縄県へ勧業費下渡ノ件j1880年 5月24日，琉球政府 f沖縄県史i第四巻， 1966年， 478-481頁。

制 「勧業費御下渡之義ニ付上申j，沖縄県令鍋島直彬から内務卿伊藤博文・大蔵卿大限重信宛上申書，

1879年12月14日，議掲 f沖縄県史j第12巻， 479頁。

例) 島袋全発「開校当時の那覇教育事情並に其後の重要記事j，那覇尋常高等小学校『照校西十年記念誌j

1928年 6頁0

~7) 問よ著書， 7W。

側 f沖縄県年報j，r文部省第八年報J335頁。
側向上書， 334頁。

側向上書， 333頁。

似) 向上著書， 335頁。

側外関守警によれば， r明治以降になって入ってくるB本的共通語の受けとめ方を沖縄の側からみて次
のように四区分Jできる。すなわち， (1) r東京ノ言葉J時代 (1879-1897年頃まで)， (2) r普通語J
時代(1897-1935年頃まで)， (3) r標準語j時代 (1935-1955年頃まで)， (4) r共通話J時代(1955年
~現在)である(外関守義『沖縄の言語史j法政大学出版局， 1971年， 51-63頁)。

ただし本論文では， r標準語Jと一貫して表詑する。この表現を用いる型自は，学校において教員
が一方的に教え込む言葉こそが，沖縄人生徒が覚えるべき「標準jだったと把援していることによる。

制浅野誠・佐久川紀茂「沖縄における霞県直後の小学校設立普及に関する研究一一地方役人層の動向

を中心にしてー-j，r琉球大学教育学部紀聖書』第20集第 1部， 1976年， 30真。
似) r沖縄県ヨリ大蔵省へ上申j1879年12月12臼，前掲 f沖縄県史』第12巻， 410頁o
(55) 前掲『琉球備忘録J，前掲 f沖縄県史』第14巻， 224夏。

側向上。
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制本論文において， n弓化jではなく「大和化jと呼称するのは，いわゆる f洞化j教育ないし「同化j
政策は，沖縄を大和と「同じjにしようとするものでありながら，いつまでも f問じJにすることは

なく，新たな「違いjを次々 に間皇室にするためである。さらに「大和化Jと呼称することにより， r同
じjIこしていく方向性をはっきりと示せると考えるためである。

側地方巡察使尾崎三良は， 1882年7J:l19日から 9月26臼まで沖縄を巡回し， r言語不通，下民ニ接スjレ
皆訳者ニ依jレ。隔靴掻庫ノ憾ナキ吉Eハスjと述べている(我吉s政男編『明治十五年明治十六年 地方

巡察使復命誉i上，三一書房， 1980年， 314頁)。

側 「沖縄県年報j，r文部省第八年報J421頁。
制上沼八郎「沖縄教育史一一独自性の確認過緩一-j，梅根穏監修・世界教育史研究会編 rt世界教育

史大系』第3巻，講談社， 1976年， 276頁。

制)前掲 f琉球備忘録J，前掲 f沖縄県史j第14巻， 203頁。

側 f沖縄県年報j，r文部省第八年報J335頁。

2.沖縄における学校設置

(1 )会話缶習所

鍋島県令が新たに設置した最初の教育機構は1880年 2月に県庁内に開いた「会話伝習所jであ

る。会話伝習所は，鍋島県令が大蔵省へ上申した師範学校の創設・維持に関する予算が承認され

たことにより 6月に沖縄県師範学校へ変更されている。つまり会話伝習所はわずか4ヶ月の存

在であり，卒業生も出していない。そのためもあってだろうか，会話伝習所の設璽は， r通訳養
成j(1)あるいは「標準語Jを話せる f特殊の教員を養成j(2)するための策と理解されるのみである。

筆者が会話伝習所に注目する必要があると考えるのは，ここが師範学校の前身であるのみならず，

鍋島県令が初めて設置した教育機関であり， r普通学科Jを教え f雷語風俗ヲシテ本州ト同一ナ
ラシムJレj政策の第一歩であると考えるゆえである。そこでまず，誰が，どのような人に対して，

どのような内替を教えたのかという会話怯習所の基本的な点について明らかにする。

会話伝習所には「旧学校の生徒中より優秀なものを選抜して入所せしめ，県の学務課員が庁務

の余暇を以てこれ等の生徒に普通語と小学校の教科書などを伝習せしめj(3)たといわれている。

これによれば，教員は f県の学務課員jである。もっとも「学務委員ノ余暇ヲシテ本邦普通ノ

雪語及小学教科書等ヲ兼授セシメjと記録している史料もある(針。しかし，学務委員は沖縄人

である間切吏員から選出されている(5)。沖縄人が f標準語jを教えることができたとは考えが

たいため，また会話伝習所が県庁内に設置されていることを考えあわせれば， r燥の学務課員J
が教員だったと考えるのが妥当であろう。 1880年2月当時の学務課員は確認、できないが， 1880年

5月15白調の f沖縄県職員録j(6)によれば，沖縄県庁学務課員は，諸克里朝常，豊見城盛綱，摩

文仁賢貞の沖縄人士族のほか田中馨治(長崎・平民)，石野基将(京都・華族)，小野正尊(長野・

士族)，谷回敏(三重・士族)の 7名であった。おそらくこの大和人官吏4名などが会話伝習所

の教育を担当した。

生徒はrl日学校jから選んでいる。生徒は開校当初20名であり， 4月にさらに36名が就学した(7)。
残念ながら，これらの生徒を選んだ過程について明らかにすることはできないけれども，希望し

て就学したとは考えがたい。

f沖縄県白誌J1880年 5月31臼の条に「本年四月十三日学第二十号ヲ以テ，会話伝習生徒へ弁
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当料トシテ一日一人ニ付金五銭宛給与可致旨御達相成候j(8)とある。この制震を師範学校へ引き

継ぎ(9) 弁当料を出すことが「生徒勧奨ノ際消気合ニ致関係候j(10)，つまり弁当料を出すこと

は沖縄人に対する就学督励と密接な関係があると認識していた。このことから，会話伝習所に希

して就学する生徒がいなかった，あるいは少なかった現状があるからこそ， 1880年4月の時点

で弁当料という制度を考えだしたのだろう。

また師範学校に生徒が集まらず，強制的に就学させたことはよく知られている(11¥r沖縄県日
誌j1880年7月19Bの条に， i当校予備門生徒欠員ニ付過般伺ノ上，首塁中ヨ 1)十名募集致手)1関

ニ梧運候処，即今志願ノ者無之趣首里役所ヨリ回答有之候ニ付，今生徒十名那覇役所々轄内ヨリ

募集致度j02)とある。師範学校が那覇にあり首里から遠いという要素もあろうが，首塁から一人

も就学者が出なかった。 1881年末か1882年初頭に師範学校に就学した太田駿敷は，毎月 6，7丹

の給与のほか，毛布などの物品の支給を受け就学した(13)。師範学校はこのような支給を符ない

ながら生徒を集めており，支給なしには生徒は集まらなかった。師範学校への就学者が少なかっ

た状態は，会話伝習所の時から続いていたと考えるのがE当然だろう。

ここで il日学校jを生徒の募集源としていることは重要である。iI日学校jを僅活させたのは，

ただi日慣温存政策に棺応した策(14)であるためだけでなく，新しい教育制度の出発にあたって，

就学督励を行なう対象を捕捉するためにiI日学校jがなくてはならない機関であったためでもあ

る。さらに，旧藩庁上盾部が沖縄人の抵抗を「血判誓約審Jにより組織していた(15)ため，旧韓

庁上層部の子弟を il8学校Jから集めることは，抵抗する沖縄人の組織を切り践し沖縄統治を円
滑に進めるための治安対策でもあった(16)。学校は治安対策と別ちがたい存在であったのである。

沖縄人が日本政府による沖縄統治に抵抗する状況では，教育による大和化は大和人が優位であ

る場所でしか行ないえなかったから，最初に設置した教育機関が沖縄県庁内にあったことはきわ

めて象徴的であった。

鍋島県政はこうして集めた生徒に対して，初めて「普通話と小学校の教科書jという「普通学

科jの教育に着手した。会話怯習所での教授法は次のようなものであった。

五十音及ヒ単語連語等掛図ヲ以テ授ク。其法一教授時開毎ニ吏換ス。生徒倦厭セザランヲ

欲スレハナリ。又タ傍ラ筒答ヲナス。其法ハ仮ニヱド邦蕩通之語ニ土語ヲ対訳セシモノヲ編綴

シ，一日ニ付七八旬ツ、ヲ授ケテ暗譜セシヲ，翌日其記臆スJレヤ否ヤヲ試ミ，甲者ヲシテ鰐

ハシメ乙者答フ。此ノ知クスルコト数回，能ク習熟スルヲ見テ又其次ヲ授クjレ初ノ如シ(17)

「標準語jを沖縄口に訳しながら稽唱させる問答が会話伝習所の教育の中心で、あった。このこ

とは， i生徒タルヤ先ツ本邦普通ノ言語ヲ解セサレハ締範学科ニ就クコ卜能ハスj(18)という判断，

いいかえれば教員が大和人であるため生徒は「標準語Jを学習しなければ教員の話す内饗がわか
らず，勉強できなかったからではない。もしそうならば，沖縄人を教員にする，あるいは大和人

教員が沖縄口を話すという選択もありえたからである。そうではなく，沖縄人が「標準語Jを覚

えさせられたことが特徴である。このことは，鍋島県令が「言語風俗ヲシテ本州ト同一ナラシム

Jレjことを教育政策の日襟としたことの必然的結果であり，会話伝習所の教育は沖縄人の言語風

俗の大和化に着手したものであった。

こうして沖縄県庁は言語風俗の大和化を il日学校jの復活安経て，ここ会話伝習所に開始した。
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(2) 首農中学校

中学校は，会話{云習所とは対照的に fl日学校jの伝統を完全に受け継いで出発した。

沖縄県庁は1879年において，首里学校と明倫学校の 2校を中学とみなしている(19)。翌1880年

には前者を中学校とみなし，後者を各種学校扱いとしている(20)。以後，沖縄において中学校は

1911年までこの首車中学校(21)ただ 1校であった。苦盟中学校は当初， n日慣に悶りて教員より教
則等に歪るまて一切之を吏革j(22)せず， f四書五経窟詩ノ講義ヲ学ヒ詩文ヲ作jレj(23)教育をして

いた。 1880年7月において「首盟ノ子弟ニシテ年齢十七ヨ 1)二十二ニ烹ル者ハ悉ク本校ニ就学ス

ヘキヲ諭シ，一時名簿二登録スル者ニ吉田十名j(24)という状況であった。

1880年12月になって沖縄県庁はこの状態を変更した。この時，東京師範学校より教員を招騰し

た(25)のにあわせて，回生徒に対し読方作文の試験を行ない，受験した120名中38名を生徒として

採用したのである (26)。ここで在籍者240名中120名しか受験していないことは，沖縄人士族が「普

通学科jを好まなかったことを端的に示している。 f普通学科jが歓迎されなかったため， 1日留

学を「改良jずることによってしか中等教育の普及を関ることはできなかった。

首盟中学校の教員は， 1880年12月から1882年にかけて，東京師範学校を卒業した大和人教員 1

名と補助教員 Iないし 2名であった(27)。補助教員について，大和人教員が年360円の給与である

のに対し年7z円であることや，f沖縄来年報Jには大和人教員は卒業校が明記してあるのに対しf其
補助トナシJとしかないことがわかる (2針。また大和人教員が来沖後すぐに沖縄口を話せたとは

考えられないことから，おそらくこの補助教員は沖縄人であり，大和人教員と中学校生徒の間で

通訳の役割を果たしたのだろう。!日国学を「改良jするにあたって，この沖縄人補助教員はなく

てはならない存荘だった。しかし， 1883年以降少なくとも1886年5丹までは補助教員もなく，教

員は大和人ばかりであった(29)。

(3) 小学校

1879年から1888年まで、の小学校数の推移を示したものが〈表1>である。この表から次のこと

を指摘できる。第ーに1879年には172校あったものが，翠1880年にはわずか14校に急減している

こと。第二に1881年の19校から塑1882年には51校へ急増していること。

第一の点， 1879年から1880年への急減は， 1879年の統計では琉球処分に際して蕗学していた村

学校などを18式のまま護活したものを小学校として計上しているのに対し， 1880年にはそれらを

各種学校扱いにし計上しなかったためである。そのため， 1880年の各種学校数は148校にのぼっ

ている。 1880年の地域部小学校数は，首里3校，島尻(沖縄島南部)10校，題頭(沖縄島北部)

1校であった(30)。

ところで浅野誠・佐久間紀成は， f筆算稽吉所がすでに初、学入門jをテキストとして使用し

ていたj ので fl官学校j と小学校に「きわだった教育内容上の差違j がないこと，そして1880年

に設置した伊江島小学校が「当時，筆算稽古所が合併し，それに本土出身教員を記鷺し，そのこ

とを後から小学校新設とみなしたjことを具体的な根拠として，小学校と筆算稽古所の連続性を

指摘している(31)。

もちろん，小学校設置に擦して筆算稽古所を活用したことは事実である。 1882年，伊平屋島・

伊是名島に分校をあわせて 7小学校を新設しているが，これは祭算稽古所の「教則ヲ改メテ小学

校トナスモノ j(32)であった。

けれども fl日学校Jにおいては首里那覇の士族が教員であったのに対し，東風平小学校(沖縄
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〈表1) 沖縄における小学校数の推移
(1879-1888年)

年 学校数 内 訳

1879年 172 

1880年 14 

1881王手 19 

1882年 51 

1883年 53 

1884年 56 本校50，分校6

1885年 55 本校54.分校1

1886年 59 

1887年 63 

1888年 66 尋常小学校本校58，間分校1，

高等小学校6，小学簡易科I

〔史料 1879から1885年までは『文部省年報J，1886 
年は f官報i第1287号(1887年10月11B)， 1887年
は『官報』第1565号 (1888年9JU4日)， 1888年は f官
報j第1898号(1889年10月25日)0) 
f沖縄県統計望書J1883年によれば， 1883年の小学
校数は52校であり， r文部省第十一年報jと相違が
ある。
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島南部)教員は愛媛県村住辰二郎(33) 伊江島小学校教員は長崎県土橋智学(34) 南風原小学校(沖

縄島南部)教員は長崎県永田長寿であった(35)ように，多くは大和人が小学校教員になったこと

が大きな違いである。なお， 1881年 5月に師範学校速成科を卒業した田頭景明など那覇士族5

名(36)が，沖縄人が小学校教員になった幡矢と思われる。

さらに 11日学校Jと小学校には，教育内容上の大きな違いが存在した。 1880年の小学校の科目
編成は，鳥尻では 4年8級編成で修身・読書・作文・晋字・算術・地理・麗史・会話であり，首

患では6年12級編成であり科目は物理が加わる。これらの科目について f卑近簡易ノモノヲ授ケ

務テ日常ニ適切ナjレヲ主J(37)として教えていた。ここで「会話jなる科目の存在が 11日学校Jと
異なる点である。 f会話j科は，会話{云習所での言語教育と開様lこ， r標準語Jと沖縄口とを暗唱
させ， r標準語Jを覚えさせる科目であった。沖縄人生徒はこの科目を「内地語jと呼んでおり (38)
f会話j科で習う言語すなわち「標準語jを受け入れず，自らが使う言葉とは別の言葉だと認識

していた。さらに大和人教員が沖縄口を常用できなかったため，帯風原小学校の一ヶ年校費出納

概算に通弁給料96丹が含まれているように(39) 通弁を介して授業を行なっていた。このことか

ら f会話j科以外の授業でも教員が f標準語jで授業を展開すると同時に， r標準語jを教える
ことに時間を費やしただろうと想像できる。このような言葉を教えたのは小学校においてであっ

た。

小学校と rl日学校jはこのような違いを持ちつつも，浅野らが指摘したように連続的な性格を
も持っているように見える。これは， r県下ノ現状ヲ観察スルニ多クハIB慣ヲ間執スルノ人民ニ
シテ未タ儲ニ費メ難キ事情アルヲ以テ，先ツ各村既設ノ学校ヲ改良シ或ノ¥lJ、学校ヲ起シ子弟ノ就

学ヲ勧メ務テ日用適切ノ事ヲ学ハシメ J(40)ょうとする政策の結楽であった。すなわち，筆算稽古
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所など「既設ノ学校jを「改良Jして小学校にすることと，新たに小学校を設置することとを県

当局が並列的lこ考えていたからである。筆算稽古所で料、学入門iなどをテキストにしていたの

も，すでに「改良jした結果であって，筆算稽古所が小学校的な要素を持たされていたのである。

次に第二の点.1881年から1882年の急増について検討する。 1882年中に開校した小学校を地域

別に見ると，国頭9校，中頭(沖縄島中部)では 1校を廃止して新たに11校，島尻2校，宮古1

校が新設であり，伊平屋島・伊是名島7校，久米島3校がrI日学校Jの教則を変更したものであっ
fこ(41)。

1882年にこれだけの小学校が設置できたのは，沖縄県令上杉茂憲，沖縄県学務課員の「奨励J
によるところが大きい。上杉県令は.1881年11月一12月に沖縄島全35間切を，さらに1882年8月

には久米島，宮吉島，石垣島を巡回した。そして直接に間切吏員に対し，農業生産物のこと，間

切・ムラの抱える負債のこと，学校教育のこと，孝子節婦のことを中心にその地方の実情につい

て尋問すると向時に f説諭Jを加えた。その時の記録が f上杉県令沖縄県巡回日誌jである。
上杉は学校教育に関し，学校設置と就学督励に重点をおいて f説諭jした(42)。就学督勧につ

いては後述することとし，本頃では学校設種差に関する上杉の言動を検討する。

学校が未設置であった具志川番所(沖縄島中部)では，学校設置の予定について「来年ノ二三

月迄ハ設立ノ見込ナシj(43)と間切吏員が答えたのに対し，上杉は「急、ニ建築ノ着手ニヵ、ルペキ

旨ヲ諭j(44)した。上杉が小学校設置を「説諭Jすることは.11日学校Jを否定することを伴って
いる。上杉は読谷山番所(沖縄島中部)で間切に存在したrI臼学校Jである村学校について問い，
f当間切ニモ村々ニア 1).其教科ハ御教条ノ類ナ 1)j(45)と間切吏員が答えたのに対して.1是迄

ノ村学校ハ，頗ル不都合ノ教科ナラン，国テ良校ヲ立テ，良師ヲ轄シ，自ラ率先シテ，人ヲ奨勧

セシメヨj(46)と述べた。また上杉は浦添番所(沖縄島中部)でも f将来ハ良校ヲ設立シ，良部ヲ

謄シ，ヨキ教科ヲ受ケ世ノ開明ニ従フヘシj(47)と述べている。 f近世琉球における実践道徳を明

記したj(48)r御教条j などしか教えないrI日学校Jは上杉にとって「不都合jであったから.rI日
学校jを廃して「ヨキ教科Jを教える f良師Jを招き「良校Jすなわち小学校の設置を求めた。
それこそが沖縄が「鴎明Jするために必要だと考えていたのである。
また小学校の校舎について，上杉は美里番所(沖縄島中部)において「ソレハ皆新築カj(49)と

尋ねており，また東風平番所では，小学校後新築中であったことに対して「深ク嘉尚jし金二十

円を寄付した(50)。当時の小学校は中頭小学校が寺の一部を使ったように(51) ほとんどが番所な

どの一部を使ったものだったから.rI日学校」における教育とは違うということそ示すためにも，

上杉は小学校を新築することを「奨励Jした。
上杉は「ヨキ教科Jについて国頭関切奥において「村椴応ノ学校ヲ設ケ，普通学丈ヲ，村々ノ
子弟ニ教ユル様，役々ヨリ註意致セj(52)と「説諭Jしている。この「普通学j の内容と目的は，

「只書信ノ往復，日用ノ筆算ト略皇間ノ国体ヲ知アシ，以テ皆、君愛親ノ大義ヲ解セシメ，

ヲシテ内地ト通向ナラシメ，童子ヲシテ愛国ノ情ヲ起サシメ，従来日清再属等ノ思想ヲ脳裏ニlI::

メサランコトヲ期スjレナリ j(53)というものであった。すなわち fヨキ教科」とは.1標準語j の

読み書きなど愛箆心を持たせるためのものに加えて簡単な計算であった。

fヨキ教科jを担議する教員については.r良師jを招くという以上の言及はない。けれども
その後の事実からみると.1良陣jを招くとはrI日学校jの教員である沖縄人士族を排して大和

人を教員とすることであった。 1882年7丹から 9月にかけて沖縄を視察した毘崎三良が.1近来
照宮ノ命ニ依1).他府県人ヲ教員ト為シ，此窮士族ヲ悉ク各村ヨリ駆逐スj(54)と報告している。
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事実， 1882年において沖縄全体で「管内五十一校ノ教員三分ノニハ他府県ニ招聴J(55)しており，

なかでも中頭に設費した11の小学校の「教員は皆他府祭人J(56)であった。

このように沖縄人の言語風俗を大和化し，さらに沖縄人に日本への「愛摺ノ構jを滋養するた

めに小学校設立を「奨励jし，大和人教員を配聞したのである。

一一注一一

(1) 森田俊努 f沖縄問題と国民教育の創造j粉治図書， 1967年， 123頁。

(2) 太田朝敷 I沖縄県政五十年iおきなわ社， 1932年， 82頁。

(3) 向上書， 70頁。

(4) r沖縄県年報j，r文部省第八年報J424真。
(5) 回港朝昭rr沖縄県日誌jにみる学務委員についてj，沖縄膝史研究会 f沖縄歴史研究j第2号， 1966 
年， 40Jif。
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(7) r沖縄県年報j，r文部省第八年報J423頁。
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事1) 前掲，太田朝敷 f沖縄祭政五十年J85-86頁。阿波根窓誠 f教育の諸問題j，沖縄県 f沖縄県史j第

1巻， 1977年， 299-300策。
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綿 「沖縄県年報j，r文部省第十一年報J782頁。
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側 「沖縄燥年報j，r文部省第八年報J421-423頁。
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校に， 1901年5月より沖縄県立中学校に名称を変更している。「県立中学校沿革j，沖縄教育会『沖縄

教育i第31号， 1908年9月， 27-35頁。
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側 「沖縄県年報j，r文部省第七年報J333頁。
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側前掲「首集中学校沿革及現況概略J35頁。
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信7) r沖縄県年報j.r文部省第九年報J673頁及び f沖縄県年報j.r文部翁第十年報J773頁。
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縄県職員録J1894年10月(国立国会図芸書館所蔵)に，尋常中学校教諭富永実数(沖縄県，士族)を見
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側前掲，太田朝敷『沖縄県政五十年J70賞。
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側 f沖縄県尽誌J1881年5月19日の条，前掲 f沖縄県史』第11巻.290頁。前掲，太田朝敷『沖縄県政

五十年j83頁。沖縄県締範学校 f沖縄県騎範学校一覧J1901年.124真。

。7) r沖縄県年報j.r文部省第八年報J422賞。
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倒 f沖縄県臼誌J1880年6月1日の条，前掲 f沖縄県史j第11巻.129頁。

制 「沖縄県年報j.r文部省第八年報J421頁。
約) r沖縄県年報j.r文部省第十年報J773頁。
刷出港朝昭 f明治十二年前後の教育政策j.沖縄療史研究会『沖線歴史研究』鋭利号.1965年.27賞。

仰:) r上杉県令沖縄県巡朗日誌J.前掲 f沖縄県史j第11巻.23頁。
事4) 向上。

品。 52賞。

制向上。

約) 向上書.56頁。

岡高良倉吉『御教条の世界古典で考える沖縄~史j ひるぎ社. 1982年.10頁。

側 『上杉県令沖縄県巡回日誌J.前掲 f沖縄県史j第11巻.20頁。
側向上書 8頁0

(51) 野村成泰rl=t頭郡学事ノ起原及進歩ノ状況j.沖縄県私立教育会{琉球教育』第97号.1904年7月。 f琉
球教育』復刻絞，第10巻，本邦書籍.1980年.369頁。

制 f上杉県令沖縄県巡回日誌J.前掲 f沖縄県史j第11巻.37賞。

制 「沖縄県地方役場吏員更正セサル件j1882年5月29B.沖縄県令上杉茂憲から内務省・大蔵省に参照

の為に提出した書類，琉球政府 f沖縄県史』第12巻.1966年.805頁。

似)尾崎正良 f明治十五年沖縄県巡察使復命警J.我都政男編『明治十五年明治十六年地方巡察使復

命事警j上， 三三一審房.1980年.315頁。

制 「沖縄祭年報j.r文部省第十年報J775J言。
“:) r中頭郡初等教育沿革j.前掲『沖縄教育j第31号 8頁。
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3.沖縄人の就学状況と就学習励の実施

(1) 沖縄人の就学状況

沖縄における1879年一1888年の就学者数及び就学率をく表2>に示した。この表から沖縄の就

学率について次のことがわかる。第ーに，全国平均就学率と比較すると圧倒的に低いこと。とり

わけ女子の就学率が低く， 1882年まで一人も就学していなかったこと。第二に，低いとはいえ

1883-例年を例外として徐々に就学率が上昇していること。

〈表的 沖縄における就学者，就学率の変化 (1879-1888年)

学齢児童数(人) 就学児童数(人) 就学率(%)

年
女 沖縄I会平均図男 女 合計 男 合計 努 女

平均

1879 27，895 25，312 53，207 2，163 O 2，163 7.75 

~川は4 780 2 7 1 
41.2 

1880 32，737 31，458 64，195 459 O 459 1.40 41.1 

1881 34，305 32，570 66，875 1，881 O 1，881 5.48 43.0 

1882 35，587 34，547 70，134 2，211 8 2，219 6.21 0.02 3.16 48.5 

1883 36，741 35，391 72，132 2，044 8 2，052 5.56 0.02 2.84 51.0 

1884 38，895 36，425 75，320 1，953 14 1，967 5.02 0.04 2.61 50.8 

1885 68，789 2，187 38 2，225 3.23 49.6 

1886 71，927 2，928 68 2，996 4.17 46.3 

1887 71，138 4，271 553 4，824 6.78 45.0 

1888 71，073 4，787 736 5，523 7.77 47.4 

〔史料 1879年から1885年は f文部省年報1.1886年は f官報j第1287号 (1887年10月11日)， 
1887年は『官報』第1565号 (1888年9月14日)， 1888年は『官報』第1898号(1889年10月25B)。
ただし，全底王子均就学喜界は f文部省年報jによる。〕
就学率は，就学児童数を学齢兇愛数で除したものである。
『沖縄県統計書j1883年によれば， 1883年は学齢児童数合計72，171人(努女別不明).就学者
数男1，676人，女2人，合言十1，678人，就学苦手平均2.33%である。『文部省第十一年報』と相逮が
あるが，その理由は不明である。

先行研究は，沖縄の就学率の「低さjについて以下のように述べてきた。

安盟彦紀は，琉球王国の中心地であった首里，那覇では漢学を中心とした従来の教育が盛んで

あり新しい学校教育を軽侮したため，また農村では学問は士族がするものだという儀念が強いう

えに重い経済的負担を強要されており子弟の就学は大きな負担だったため，都市部でも農村部で

も就学は困難だったとした。さらに， r沖縄の場合は，本土とちがい，留民教育にうつる基礎的
条件としての庶民教育が，藩政時代において全然行われていなかったこと，したがって，沖縄の

農民は貧摺であるとともに，全く無知であった。ために，教育的要求というものを欠いていたJ
と述べているは)。安盟は，平民は学問をしないという意識を沖縄人が琉球処分以降も連続して

持ちつづけていたとしている。しかし，それは沖縄人の「無知Jのためなのだろうか。
上沼八郎は，就学拒否の姿勢は近代学校初期の共通現象だが沖縄人の場合はやや屈折した形の

拒絶があったとし，上層階級の「儒学への郷愁Jと「新学制への振替反応J，庶民の貧弱を就学
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拒否の要因としてあげた。そして「近代化のもだらす鮮明なメリットは，まだこの守i呂的風土に

は及んで、こない。転換期におけるこうした一般的迷蒙は，沖縄ではことさらに強く現われたjと

述べたは)。上沼は，沖縄が臼本の一地方であるということが半ば f常識jとなっていた「復帰J

運動直後において，その「常識jを認めなかった琉球処分直後の沖縄人の行動を「守IEIj.r迷蒙J
のためと述べた。けれども琉球処分まで，沖縄は済固と冊封関係を持ち，また護摩に実質的な支

配を受けることにより幕藩体制と結ひeついていたとはいえ琉球王国を築いており.r華客藩体制の
なかの呉昌p)であった。当時清閣との冊封関係を維持することは重要だったのであり，その欝
係を断ち切り沖縄が日本の一地方として専属するという「常識jは成立していなかった。その点

を考慮すれば.r新学制への拒否反応jの内実を沖縄人の「守|自jや f迷蒙Jと理解することは
問題である。

阿波根直誠は，児童が農耕漁業家事労働に従事しなければならず，また父兄も普通教育に対す

る意識が希薄であったこと，教員が大和人であることなどにより学校に対して「恐怖心Jを抱く
例があったことを指擁した(針。また女子の就学者が極端に少なかった事実に注目し.r封建的女
性観の存続Jと f旧慣温存策に裏付けられた文教政策jという沖縄人の意識の問題と政策遂行の
問題との商麗の存在を指識した(5)。

これらは.I日支配階級と被支配階級，都市部と農村部では就学しない理由に違いがあることに

注目しており，筆者も沖縄内部の差奨に注目する視点には賛成している。

全留平均就学率が学制発布の翌年 (1873年)に28%であることからも，沖縄に寺子患のような

庶民の教育機関が存在しなかったことが就学率の「低さJの…悶であることは事実であろう。ま
た子供が労働力として重要だったため就学させられなかったことは全躍的に共通しており，沖縄

でも就学しない一国となっていることは事実であろう。けれどもこれらの指摘では，就学率の一

般的な「抵さjを説明することはできても，他府県と比較したときの就学率の圧倒的な「低さj

を説明できない。したがって沖縄内部の階級差や地域差を超えて，就学しなかった共通要因を見

いだすことも必要であろう。

ここで阿波根が指摘した「恐怖心Jは沖縄における就学率の「低さjを解明する重要な要素と
なるのではないだろうか。間波根は農村の貧掘に康国を求めて沖縄人に「…穫の『学校嫌いjの

意識j<6)があったと述べているが，この意識ゆえに就学率が圧倒的な「低さjを示したのではな

いか。ただし，その意識の由来を農村の貧困に求めるだけでは不十分であろう。沖縄人が学校を

忌避したのはなぜかを解明することが必要である。

1886年3月師範学校痢属小学校に入学した伊波普猷は f私の親類は自然新しい文明に対して恐

怖心を懐くやうになった。(中略)ずっと後になって，漸く学校のあることには気がついたが，

さういふ所に這入らるといふ気にはなれなかったj(7)。また1890年に14歳で那藤高等尋常小学

校(8)に入学した崎浜秀主は f担母が頑固(頑固党のこと一一筆者)の為め寺子屋式の教育を受

けj(9)た。首里や那績は琉球処分に反対する頑盟党が強かった地域であるため，就学を拒否する

沖縄人が多かったが，このような姿勢は首里，那覇に猿られない。 1882年3月本部小学校(沖縄

島北部)に入学した上関漁舟は f当時は臆藩置県後日尚ほ浅いので，大和の学問習ふて持の役に

も立たぬとか，頑固派と開化派とは何時もにらみ合をして一般人士の動揺は極度に達して居た。

為に精神上より進んで入学するものは居なかったと思ふj(lO)と回想している。

これらの回想から，沖縄人が大和による支配を当然の前提とした学校教育を積極的に拒否して

いたことを読み取ることができる。つまり，労働などのため時間的に，あるいは経済的に就学で
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きないことに加えて，就学を拒否する意識を沖縄入の多くが共通して持っていたため，他府県と

は比較にならないほど就学者が少なく，就学率も低かったのである。したがって沖縄における就

学率の「低さjは，沖縄における学校の性格の問題としてとらえる必要がある。

このような視点に立っとき， 1883年から読益出小学校に勤務した沖縄入教員松元維栄(那覇出

身，士族)による以下の間接は重要である。

当時私は結髪大帯で勤務してゐたから，間切の人々は私を呼ぶに主の前小，秀才前，盟之

子の前といひ，学校を大和屋といってゐた。前任者は佐賀県吉村喜平次氏であったからであ

る(11)

これは二つの点で検討する必要がある。

第一は，学校を f大和屋jと呼んだ事実である。「大和jという言葉は，沖縄人が沖縄と対比

して異質だという感覚を込めて潤いるものであり(12) 学校を f大和屋Jと呼んだ事実は，沖縄

人が学校を沖縄とは異質な受け入れがたい存在だと認識していたことを示している。異質の内実

としては，学校教員の大多数が大和人であり，彼らが村でごく限られた断髪でしかも洋装あるい

は和装をしていたこと，さらに学校で使用する言語が f標準語Jであったことがあげられる。沖
縄人は大和人を「宮吏と云ひ教員と云ひ伺にか政治上の探偵者なりと疑念を抱く傾向J(13)があっ

たので，大和人が沖縄入の使わない「標準語jを用いて教育を行なうことは，沖縄入にとって特

別な想像できないことであった。「父兄等は子弟を就学せしめなは，将来他府県に連れ行かれ或

は兵士となりて再び来らさるもの〉知く思意し入学を拒むJ(14)つまり，沖縄人が学校を大和へ連

れていく準備機関と重感し，就学を拒否したのも不思議ではない。学校は沖縄社会において大和

そのものであった。

第ニは，学校教員を「主の前小，秀才前，里之子の前jと呼んだ事実である。「主の前小，秀

才能，!l!之子の前jは，琉球王国の役人の名称である。このことは，学校教員を役人と見ていた

ことを示している。松元の絞めていた大帯は，琉球主題時代の士族，役人の正装であったから，

松元の服装は役人であるかのように見えただろう。しかしそれだけではない。

琉球王国時代， rl日学校Jの学生は将来役人になる人々であり，また教鞭を執るのは士族であっ
た。rI日学校Jは治安や風俗の取締りを行なうなど，地域行政機関としての性格を持っていた(15)。

沖縄人が学校教員を琉球王国時代の役人の名称で呼んだ事実は，学校教員を役人とみなし，琉球

王国時代から学校が持っていた地域行政機関としての性格を沖縄人が連続的に認識していたこと

そ示している。そしてこの認識は， 1882年頃中頭で学校教員の宿を f御奉行指jと呼んだという

盟想や(16)，1912生手頃でも其志JIIで小学校を f村屋Jという琉球王府がムラに設置した役所の名

称で呼んでいたという回想(17)からもうかがえる。

つまり沖縄入は，学校そ大和化の中心機関で、あり，また統治を遂行するための治安対策をも兼

ねた大和による沖縄統治の拠点であるととらえていたからこそ，積極的に就学を拒否したのであ

る。そしてこのような学校認識ゆえ，沖縄人には女子は就学しないものという従来からの意識を

あえて変えるだけの必要性がなかった。

ただし，これだけでは琉球処分直後の沖縄人の就学意識についての検討は不十分である。

大宜味間切(沖縄察北部)王子民，王子良新吉は，師範学校の開校を知り大宜味番所の仲介により

入学を志願した(18)。多くの沖縄人が就学を拒否していた一方で，積極的に就学しようとした沖
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縄人がいたことも事実である。このような就学をめぐる沖縄人の意識は，琉球処分に賛成する「隣

化党jと反対する「頑固党jの争いを反映していた。

しかし，積極的に就学しようとした沖縄人はごく少数であった。首里では日清戦争前後まで「小

学校への入学は寧ろ当局者の勧説に基く有難い迷惑事と一般に看倣して居ったj(則。また1888年

3月に開校した渡名喜小学校(渡名喜島)では「創立ノ際ハ入学志願者ナキj(20)状態で、あった。

このように志顕して就学するものはごく少数であったので，沖縄県庁は学校に沖縄人児童を集め

るため就学督励を展開する必要があった。

(2) 沖縄人への就学督励

就学督励を実行したのは役場史員や学校教員であった(21)。以下に掲げる器頭での就学督励は

典型的な方法である。

一.強制的賦課法

い.鴎切は各村(今の字)の戸数に準し案分率に依りて生徒数を賦課す

其此の賦課教(数一一筆者)を受けたる村は村内の貧蓄を考査して多くは窮者の

子弟をして就学せしむ

其ニ.村民集会の土地簸法に依り当畿者をして就学せしむ

ろ.間切は各村の札霊長に依り生徒数を賦課募集せり

ニ.勧誘的補助法

一人に付一ヶ年米一斗五升乃至一石五斗若くは一人に付一ヶ年金壷丹乃至拾円を補助し

又は書籍文具を貸与せり

三.勧誘的特待法

生徒たる聞は一般に夫役及ひ公費を免除し文或る一部に於ては生徒各自に学年に応し勤

皇を付与し修業若くは卒業の上は文筆者提役等の資格を授与することをなしたが22)

この就学督励は以下の諸点に特徴がある。

第…に何らかの補助を特典として準備したことである。多くの沖縄人が就学を拒否していたこ

とに対抗して就学者を集めるためには，侍らかの特典が必要であった。

前述した上間漁舟によれば，本部小学校は開校時 (1882年)の生徒を「人口の多少に比例して

就学せしめたj。そして彼は「最初の二年間は村からは金五月宛米二後宛の給与まで恵まれたので，

外に又間均(切……筆者)(今の村役場)の文子(今の村書記)同様に一月四つ宛勤功星も与へ

られ，後に筑登之の位階を受けj(23)た。この留想から強制的に賦諜した就学者に対して，補助や

特別待遇を与え就学を督励していたことが確認できる。そして，これは国頭に限られない全県的

な方法であった。中頭でも「生徒一名に付き俵一俵乃至三俵の月手当を給し学用品は一切貸与j(24)

して就学督励を行なっていた。

第二にごく限られた少人数の就学を意図していることである。多くの就学者があった場合には

補助に多額を要し，この就学督励方法が実行できないためである。少人数の就学を意図している

ことは， r学事奨励に関する被伸出番j(1872年8月2臼，太政官布告第214号)に見られるような，
まがりなりにも「国民皆学Jを自指す政策とは著しく趣を異にしている。この点は多くの就学者
を見込めないという沖縄県庁の現状認識を反映していた。沖縄人が就学を拒否する姿勢をとって
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いたため，埼玉県で行なっていたような警察権力を用いですべての学齢児童を就学させようとす

る強制的な方法や，愛媛県で行なっていたような村ぐるみの就学督励体制を作る (25)ことは不可

能であった。

第三に「勧誘的特待法Jは対象が地方役人となることを前提としていることから，ごく少数の
就学督励の主対象は地方役人層の子弟にあることである (26)。

上杉県令の発言からも就学督励の主対象が地方役人層にあることは確認できる。上杉は巡関し

た北谷番所(沖縄島中部)において「汝役々率先シテ，子弟ヲ入学セシムヘシj(27)と述べ，地方

役人!欝に注呂した就学督励を行なっている。けれどもこの就学督勧は「従来，筆算稽古所へ通う

べき地方役入居の子弟を新教育へ転じさせる意向であったといって良いであろう。このことは，

彼(上杉県令一一筆者)の限界性ともいいうるが，やはり当時の…般農民における教育の必要

性の欠知，歴史的社会的状況いわば，内からの教育の欲求の生じていない一般農民の状況を変更

することなく，つまり旧慣混存でやっていこうとするところからくる必然的結果でもあったj(28)

と評価してよいだろうか。

この就学督励は，まず地域のリーダ…たる地方役人層が就学し一般沖縄人に f模範Jを示すこ

とによって，一般沖縄人に対する就学奨励とする意義があった。上杉県令は国頭番所において，

「村々ヲ奨励スルニハ，汝等(村定一一筆者)先ツ子弟ヲ就学セシメヨj(29)と述べており，た

だ地方役人層だけを就学させればよいのではなく，沖縄人に「不学ノ徒ナカラシメ j(30)る第一歩

としての意味を持っていた。

さらに地方役入居に就学督励を行なうことは統治上の意味も持っていた。前述のように日本政

府は地方役人に対して琉球藩時代と変わらず勤務するように命じていたので，沖縄統治のために

は地方役入居の協力を得ることが必要不可欠であった。ところが沖縄県庁はなかなか協力を得ら

れなかったから，実諜の沖縄統治にあたる沖縄人を組織しなければならなかった。その一環とし

て学校に就学すればより高い階層の役人になる資格を与えるという特典を準備することにより，

地方役人層の子弟の就学促進を囲った。沖縄県庁にとって，地方役人層の子弟を就学させること

は，琉球処分に反対する地方役人!替の運動を持えることとあわせて，実際に沖縄統治の任務にあ

たる沖縄人を再編するという意義があった。つまり，地方役人層に対する就学督勧は琉球処分皮

対運動を押える治安対策であり，また沖縄統治を円滑に遂行するための統治政策の一環でもあっ

た。このように，地方役人層を主対象に就学督励を行なうことには教育上，統治上の積極的意味

があった。

そしてこのことからすれば，沖縄県庁は沖縄従来の慣習を変え，沖縄人にさらなる抵抗を受け

る危険を冒してまで、女子の就学を督励する必要性がなかった。とりあえず女子が就学しなくても

よいという意識は，督励する側と督励される側とで一致していた。〈表2>に見られるように，
女子の就学は1887年頃から増加している。女子就学者の増加は， 1891年首盟尋常小学校女子部に

入学した安村つるが「入学制度とでも申しませうか，官職にある家から必ず…人は学校へ出させ

るやうにと当局からの命令に依って出たものでした。私もその時分は父が首霊郵便局長でありま

した》めに始めは妹を学校へ出すやうに通知が来ましたが，妹はこわがって中々出ませんので私

が代りに出校することになりましたj(31lと回怒しているように，地方役人層の子女を強制的に就

学させたためだった。

さて，地方役入居の子弟の多くは特典を準備されでもなかなか就学しなかった。蔀述のように

就学を督励される側がf有難い迷惑事Jと感じていただけでない。1881年中頭小学校の教員となっ
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た野村成泰は「毎年春秋ノ学期試験後最モ少数ノ:生徒ヲ募集スルニ罰難ヲ極メタjレj(32)と，また

1884年に勝連小学校(沖縄島中部)の教員となった王子百絃之丞も f生徒募集法は戸数及人口等に

比例して各村に其人員を配当し種々様々の方法を設けて(大概は手当とし生徒一人一年に麦ー俵

乃至ニ俵位を給与せり)説諭勧誘すと難とも容易に応せずj(33)と，就学を督励した人々が特典を

準備しでも沖縄人が就学しようとしなかったことを回想している。

このことは，数量的に以下のように検討できる。就学督励の主対象であった地方役人層の子弟

は. rI日学校jをそのまま公立ノト学と認定した1879年の公立小学生徒数約5000人(34)とほぼ等しい

と推定できる(35)。彼らだけを就学率の母数すなわち学齢児童数とし，少数ながら存在したであ

ろう一般王子氏の就学を皆無と仮定すれば，地方役人層の子弟に限定した就学率の上限を算出する

ことが可能であろう。この値は1880年で約10%，就学者数が一旦ピークとなる1882年でも約45%

にしかならない。それまで就学していた階層ですら，少数の沖縄人が就学したのだった。

沖縄における就学状態の特徴として以下の諸点を指摘できる。

第一に年齢の輔が大きく，青年の小学校への就学も多かったことである。島尻では f年齢も一

定の標準に拠る能はず。或は十去六歳の少年あり，或は二十四五識の資生手ありj(36)という状況で

あった。 1887年に久茂地小学校(那覇)に13歳で入学した照屋宏は， r数え年十三と去へば今日
では，中等学校に入る年輩であるから至って晩学の感があるが，当時私などは寧ろ年少者の部類

で遥かに年とった人が多かったj(37)と回錯している。教員はこの年齢差ゆえ苦労することも多

かった。野村成泰は1882年に与那城小学校(沖縄島中部)に赴任し， r年長者はニ十三四歳以下
二十歳十四五歳位のものにて至極不揃の生徒なり。之を一組となし教員立に依り初めて同ーの学科

を教授したるに，忽ち学力の階級区々となり個人的教授の有様となりて，一教師にして数級を教

授するは旧藩時代の寺子屋風の惑を起こしたj<38)と毘想している。この状態は，年齢を一定して

就学督励を行なうことが困難であったことを示しているけれども，治安対策の観点から地方役人

層の子弟を就学させた政策効果をそこなうものではなかった。

第二に欠席率の高さである o 1879年から1888年までの沖縄における出席率と全国平均出席率を

く表3>に掲げた。この表から沖縄における出席率は， 1885年と1888年を例外として全国平均と

比較すると若干低いことがわかる。いいかえれば就学率の「低さj以上に実際の就学率は低かっ

たのである。さらに出席したとしても， n当時の生徒たるもの皆勧誘奨励の結果強いられて入学
したもののみ。放に学校より帰れは， I自藩制の学を修め普通学を嫌忌する有様j(39)であった。こ

のように沖縄人なかでも旧支配階級の子弟は，特典を伴った執劫な就学督励の結果，消極的に就

学した。

浅野誠・佐久JlI組成は，地方役人層は役人となるために教育を受けるという教育観を持ってい

たがゆえに，就学督励に対して「積極的な協力としてでなく，その地位を守る為おのずから従わ

ざるを得なかったj(40)と述べている。この指摘は，基本的には的を射ているだろう。しかし同時

に，就学すれば上の官職に就ける特典があることにより，やがて就学することに自らの立身出世

という積極的意義を地方役人騒が克いだしていったのではないだろうか。前述した上聞漁舟は「筑

登之の位階を受けて銀製の替を詰髪せし頭上に戴く事の光栄を得たのは，私の一身に関しでは，

無上の欣幸であったj(41)と回想している。また金武(沖縄島北部)においては，小学校の「卒業

生が学業の成果を生かして各役所に就職し，これまでの鍬や鎌を筆とソロパンに持ちかえて，役

人として敬われるようになると，自然に就学率が増加したj(42)。このように，地方役人膚は地位

を守るために止むを得ず就学するという意識の一方で，将来のために進んで就学するという意識
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〈表3) 沖縄における小学校生徒の出席率
(1879年一1888年)

年 -m平均出鮎出席率 全国王子均出
徒数 (人)I (%) 席率 (%) 

1879年 5，295 不 明 78.4 

1880年 661 450 68.1 70.5 

1881年 1，056 634 60.0 64.7 

1882年 2，564 1，653 64.5 64.9 

1883年 2，682 1，519 56.6 65.0 

1884年 2，835 1，767 62.3 65.8 

1885年 3，202 2，104 65.7 63.2 

1886年 4.140 2，554 61. 7 65.2 

1887年 5，927 3，937 66.4 67.2 

1888年 7，033 5，182 73.7 67.9 

〔史料 『文部省年報10)
出席察は王子均出席生徒数を在籍生徒数で除したものである。
なお在籍生徒数には 6歳以下及び14歳以上の学齢外就学者
をも含んでいる。そのため，学齢就学者に限定した出席率は，
この数値とは変動するはずだが，その数字を明らかにする史料
は管見の限りない。

も持ちはじめるようになっていった。
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間切内の階層対立は，地方役人膚がこのような意識を持つ重要な誘因であっただろう。元来首

盟や那覇の士族であったが農村に移住し屋取と呼ばれる部落を形成して生活していた居住人たち

が，従来免験されていた公費を1887年から負担することになった(43)。これは，居住人をムラ・

間切の財政に組み込むものであった。盟1888年に設立された予算を決定する予算協議会に居住人

が総代として出席することは，彼らをムラ・閤切の構成員として追認するものであった。ここに

至り，地方役人層とムラ・関切の外部に存悲していた居住人との捕に，自らの地位をめぐる対立

が生じ，官吏や教員への道を聞いていた学校への就学を促進したのではないだろうか。一般平民

の就学はさらにこれを助長したであろう。

就学者数が培加したため，沖縄県庁は就学への特典を行なうという就学奮励を国難かっ不要と

した。中頭では1888年から，国頭では1889年から廃止している (44)。この特典廃止を境に，地方

役人層を主対象とする少人数への就学督励から，より多くの沖縄人への就学督励へと趣を変えて

いった。

(3) 中覇小学校開校時の就学者

中頭小学校は， 1881年4月宜野湾問切禁天隅村にある神宮寺の一部を錆り受けて際校した。中

頭における学校設置の轄矢である。翌1882年4月になって中頭の11賠切すべてに小学校を各一校

ずつ設聾したため，中頭小学校は一年かぎりで開校した。この一年鴎を担当した教員が野村成泰

である。この中頭小学校については，実際にどのような人々がどのようにして就学したのかにつ

いて，野村成泰が『琉球教育j第97号に寄横した「中頭郡学事ノ起原及進歩ノ状況Jにより確認
できる。
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野村によれば，中頭小学校の就学者21名は全員卒業後，師範学校に入学した。その後の進路を

基準に21名を 3つのグループに分けることができる。第ーは，師範学校を卒業し司11導となった 3

名のグループである。ここに農事試験場に勤務した 1名を含むこともできょう。第二は，師範学

校荘学中に補助教員となり，後に語11導となった 5名のグループである。第三は，師範学校を中退

し実業に従事した12名のグループである。野村の掲げた生徒名簿を，この順序により整理したも

のが〈表4>である(45)。

中頭小学校の就学督励の特徴は以下の諸点である。

第一に間切に対する強制的な賦諜を行ない，就学者に対して補助を与えていたことである。「生

徒ハ十一潤切ヨリニ名或ハ三名文子中ヨリ選抜シテ，年齢十四五才以上二十四五才ノモノ二十一

名入学ス。間生ハ月手当金参円ヅ、間切ヨ 1)給与セラレJたのである。
第二に師範学校卒業後，出身需切の教員とする意留を持って就学督励を行なったことである。

ノ生徒ハ悉ク師範学校へ入学セシメ，速成科卒業ノ後ニハ各間切学校ニ配当Jしたの

である。これは，中頭小学校の設立の意味と関係がある。「愛野中頭役所長ハ先ヅ郡内ニーケ所

小学校ヲ設ケ其模範ヲ示シ，時機ヲ待テ各間切ニ設費セシムjレノ計睡Jを持っていた。 21名の就

学者は，各間切に普通教育の「模範Jを示す役離を期待されていた。のちに「師範学校速成科ヲ
卒業シ間切ニ補助員トナリタル人々ハ，主席ノ教員ヲ助ケ生徒ノ:勧誘ニハ大ニ尽力J.つまり大
和人教員と沖縄人の聞に立って，就学督励に重要な役割を果たしたという。しかし.21名中12名

が師範学校を中途退学し実業に従事したのであり，この意図は完全には達成できていない。

第三に21名中20名と圧僻的多数を平民が占めていたことである。前述のように生徒は文子で

あった。文子は関切内に住み番所に関する庶務を行ない免税の特擦を持っており (46) 平民層に

属しながら，農民を直接指導する階層の人々であった。つまり，支配階級上膚の士族からではな

く，主として支配階級の末端から就学者が出ている。

このことには次のような意味があるだろう。まず士族層は琉球処分への抵抗からほとんど就学

しようとしなかったから，沖縄県庁が就学督励を行なう対象として平民!習の文子を選んだ。この

ことから当然，間切内の士族の比率と就学率は相関関係を持たない(47)。次に少なくとも結果的

には，就学者の一部は役場吏員や教員などになっている。これは，琉球処分誼後の沖縄において，

地方役人膚を含む平民腐や居住人に階層上昇の可能性を与えるものでもあった。そのため，支配

階級末端の地方役人膚は強制された一方で，やがて新たな統治機構のもとで立身出世をめざす意

識を持つようになったのではないだろうか。こうして実際の沖縄統治の第一線に従う地方役人膚

の再編を学校を軸として進めていくのである。
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〈表4) 中頭小学校開校時の就学者

間切村 氏 名 族籍 E手 業 後 状 況

読谷山間切楚辺村 桑江好孝 士族 師範学校中等科卒業シ認11導;トナリ，中頭郡西原尋常高等小学校長

トナリ，先年台湾ニ渡リテ岡島公立学校ニ現待望辞職中ナリ。

具志川間切具志川村 義田善永 平氏 師範学校初等科卒業シ認11導トナリ，現今中頭郡主主志川尋常高等小

学校ニ奉戦中ナリ。

中城間切比嘉村 喜屋武英守 司王民 師範学校初等科卒業シヨ11導トナリ，先年迄中城尋常高等小学校へ

君事職中ノ処病気ノ為メ，恩給ヲ受ケ退職シ，現今実業ニ従事ス。

具志川間切天悪質村 神村吉郎 平民 師範学校初等科卒業シ後大学校ニ入リテ乙科卒業，現今中頭郡農

事試験場ニヨ繁華車中ナリ o

読谷山間切楚辺村 池原新奇 王子民 師範学校ヲ出テ補助長トナリ，後チ認11導トナリ，現今中頭郡古堅

尋常小学校ニ泰職中ナリ。

中城間切喜舎場村 比喜 ~輝 平民 師範学校ヲ出テ補助員トナリ，後チ訓導トナ 1)，中頭郡中城尋常
高等小学校ニ奉職シ，後楽園島学校ニ泰職ノ処辞シテ，現今中霊長

君5喜舎場尋常小学校学務委員奉職中ナリ。

北谷間切北谷村 仲村渠高道 平民 師範学校ヲ出テ補劾員トナリ，後チ訪11導トナリ，中頭郡北谷尋常

高等小学校ニ奉職シ，同職ヲシテ，務今北谷間切長室転職中ナリ。

美E塁間切西原村 比嘉長太郎 平氏 師範学校ヲ出テ補助長トナリ，美II尋常高等小学校ニ宣告職シ，後
チ准認11導トナリ，問校ニ奉職中，客王手美翠間切役場書記ニ転勤シ，

現今同役場ニ務ム。

勝連関切潮風原村 f中本益郎 平民 師範学校ヨリ出テ補助長トナリ 後チ准認11導トナリテ中頭郡与勝
尋常高等小学校ニ奉職ノ処，同職ヲ辞シテ， ~晃今勝逮潤切役場著書

記奉職中ナリ。

中城間切i恭石村 E震2主建f壬 平氏 師範学校ヨリ退学シ実業ニ従事ス。現今迄村頭ヲ務メタ 1)0 

美II間切西原村 平良松一 平民 師範学校ヨリ退学シテ，後チ村頭ヲ勤メ，現今実業ニ従事ス。

勝連関切南風原村 兼元蒲吉 平氏 締範学校ヨリ退校シテ，後チ間切吏員トナリ，現今実業ニ従事ス

~t谷跨切伝送村 伊札 {二効 平氏 締範学校ヨリ退学シテ，現今実業ニ従事ス。

北谷濁切産良村 宮城良之劾 平氏 締範学校ヨリ退学シテ，現今実業ニ従事ス。

与那城間切与那城村 宮城 権 平氏 締範学校ヨリ退校シ，実業ニ従事ス。

E吉原跨切小波津村 呉康仁栄 平氏 締範学校ヨリ退校シ，現今実業ニ従事ス。

西原罪号切小那覇村 大城 務 平氏 締範学校ヨリ退校シ，現今実業ニ従事ス。

与那城凋切王子安感村 松田蒲太 平氏 締範学校ヨリ退校シ，後チ死亡ス。

関原間切王子良村 金城接}I阪 平氏 続範学校ヨリ退校シテ，後チ死亡ス。

越来間切上池村 .lt嘉恒一 平民 締範学校ヨリ退学シ，後チ死亡ス。

越来間切胡屋村 伊礼万八 平氏 締範学校ヨリ退学シ，後チ死亡ス。

〔史料野村成泰「中頭郡学事ノ起原及進歩ノ状況J，沖縄県私立教育会 f琉球教育j第97号， 1904年 7sl。
f琉球教育』復刻版，第10巻， 7.ド邦書籍， 1980年， 371-372賞。〕
桑江好孝，義閏蕃永，喜屋武英守については，沖縄県師範学校 f沖縄郎範学校一覧J1901年により，締範学
校を卒業したことを確認できる。(卒業年及び課税は， }頓に， 1887年中等科， 1886年初等科， 1884年初等科で
ある。)しかし，神村吉郎については確認できなかった。
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問一一主主一一幽

(1)安1!!彦紀『沖縄の近代教育j亜紀書房， 1973年， 132-133真。

(2) J二沼八郎 f沖縄教育史ー…独自性の確認過稼一一j，梅根悟艶修・世界教育史研究会編『世界教育

史大系j第3巻，講談社， 1976年， 276-277頁。

(3) 高良倉吉『琉球王溺』岩波書底， 1993年， 176頁。

(4) 阿波根直誠「教育の諮問題j，沖縄県 f沖縄県史j第l巻， 1977年， 303-305賞。

(5) 阿波根痘誠「沖縄における教育意識の変遷についての試論的研究一…1870年代から1890年代におけ

る教育意識の史的分析一…j，r琉球大学教育学部紀到第23集第l部， 258頁。
(6) 向上， 256資。

(7) 伊波替猷 f私の子供時分j，沖縄県締範学校総属小学校『龍文 創立四十周年記念J1921年， 36頁。

(8) 1896年4月に那覇毒事常潟等小学校と改称するまでの伺(1888年6月から1896年3月まで)，那覇高等

尋常小学校と称した。島袋全発「開校当時の那覇教育事情並lこ其後の重要記事j，那覇尋常高等小学

校 f開校四十年記念誌J1928年， 15頁及び33賞。

(9) 崎浜秀主「回顧四十年j，前掲，那務尋常高等小学校『開校四十年記念総j81賞。

(10) 上潤漁舟 f母校創立五十周年記念に就いての感想j，本部尋常高等小学校『創立五十嵐年記念誌』

1935年， 33賞。

(ll) 松元維栄「余が閲顧j，沖縄教育会 f沖縄教育』第31号， 1908年9月， 851'{。

。2) 太田良博「大和t!tjr大和人j，沖縄県 f沖縄県史』別巻， 1977年， 546-548賞。
仰) 野村成泰「余が赴任当時の状況j，前掲 f沖縄教育』第31号， 82真。

(1却 「中頭郡初等教育沿革j，前掲 f沖縄教育i第31号 8頁。

(15) 前掲，島袋全発「開校当時の那覇教育事情並に其後の主義望書記事j5真。比喜善春潮『沖縄の歴史J1965 

年， r比嘉春潮全集j第l巻，沖縄タイムス社， 1971年， 2981'{。浅野誠 f沖縄県の教育史j思文関，
1991年， 113-123真。

同 島袋全栄「余が赴任さ当時の状況j，前掲 f沖縄教育j第31号， 87頁。

(1骨兼城賛松 f沖縄教師の祈りとどけ』講談社， 1973年， 10頁。

(18) r沖縄県民誌j1880年5月17Bの条，琉球政府 f沖縄県史j第11巻， 1965年， 113夏。
倒神山政良 f私の附属時代j，前掲，沖縄県師範学校附潟小学校 f龍文創立四十潤年記念J50頁。

側 渡名喜善小学校 f沿革誌j，沖縄県立図書撃館史料編集室所蔵(複製本)。

制 問港朝紹 rr沖縄県臼誌』にみる学務委員についてj，沖縄歴史研究会『沖縄歴史研究』第2号， 1966 
年， 40頁。浅野誠・佐久JII紀成 f沖縄における霞県直後の小学校設立普及に関する研究一一地方役

人膚の動向を中心にして一一j，r琉球大学教育学部紀要j第20集第1部， 1976年， 41頁。
側 「国頭郡初等教育沿第j，前掲 f沖縄教育j第31号， 13真。

仰)前掲，上総漁舟「母校創立五十勝年記念に就いての感想j34亥o

~4) 前掲「中頭郡初等教育沿革j 81'{。

制佐藤秀夫 f児童の就学j，国立教育研究所編『臼本近代教育百年史』第3巻，教育研究振興会， 1974年，

600-602頁。

制前掲，浅野誠・佐久川紀成「沖縄における霞察直後の小学校設立普及に関する研究j39頁o

~7) rJ二杉県令沖縄県巡回日誌J，前掲 f沖縄県史j第11巻， 54頁。

側前掲，浅野誠・佐久JII紀成「沖縄における喜重県直後の小学校設立普及に関する研究j39頁。

側 f上杉県令沖縄県巡朗自誌J，前掲 f沖縄県史j第11巻， 34真。
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側向上警， 18頁。

制安村つる「思ひ出j，首里第二尋常高等小学校『創立五十周年記念誌J1937年， 65真。

倒野村成泰 f中頭郡学事ノi湿原及進歩ノ:状況j，沖縄県私立教育会『琉球教育j第97号， 1904年7月or琉
球教育j復刻版，第10巻，本邦書籍， 1980年， 373頁。

側王子沼絃之丞「本擦へ赴任当待の実験談j，前掲 f沖縄教育』第31号， 88頁。

似) r沖縄県年報j，r文部省第七年報J336資。
制 前掲，浅野誠・佐久)11紀成 f沖縄における重量察直後の小学校設立書普及に関する研究j39資。

倒 f島尻郡初等教育沿事j，前掲 f沖縄教育j第31号 5頁。

。7) 照康宏「際十年前の回顧j，前掲，那覇導常高等小学校 f開校硲十年記念誌J69頁。
樹 高官掲，野村成泰「余が赴任さ当時の状況j82頁。

側 「首隻区初等教育沿革j，前掲『沖縄教育j第31号 3賞。

制前掲，浅野誠・佐久川紀成「沖縄における霞県複後の小学校設立普及に関する研究j40-41頁。

駐車 前掲，土問漁舟「母校書目立五十周年記念に就いての感想J34頁。

掛金武器了誌編纂委員会 f金武町誌j金武町役場， 1983年， 273頁。

制前掲，比嘉春潮『沖縄の歴史J，前掲『比纂春潮全集j第1巻， 427-429頁。

制前掲 f中頭郡初等教育沿革j8真，前掲「留頭郡初等教育沿革j14頁。

制 この史料に注E'lした論文に曽根信一「沖縄の中での読谷山の学校史(明治時代)j，r読谷村立歴史民
俗資料館紀婆』第7号， 1983年， 5 -6頁がある。しかし欝根は野村の文章の一部と表を掲げるのみ

で，それに関する分析は行なっていない。

制嘉手納宗徳「文子j，前掲 f沖縄県史』別巻， 379-380頁。

年7) 新垣浩 f近代普通教育禦明期の小学校就学状況j，浦添市史編集委員会綴 f浦添市史j別巻，浦添市

教育委員会， 1990年， 76-78頁。

4. r大和屋」としての学校
(1) r会話j科と f沖縄対話j
琉球処分誼後の沖縄における教育課程の特徴は， r会話J科の特設である。この「会話J科は
小学校令 (1886年 4月108，勅令第14号)に準拠すべく小学校教則を改正した1888年まで存続し

た(1)。教育課程における「会話J科の意味を検討するために， 1880年時点の科目構成をく表5>
として掲げた。

この後，沖縄県庁は小学校の教育課瀧を変吏している。 1881年 9月 6日に「小学校教尉綱領j

(1881年 5月 48，文部省連第12号)に基づいた案を文部卿に提出し(2) その認可を受けた小

学校教員日を1882年11月から施行した(3)。これによれば，小学校初等科は 3年課程で修身，読書，

習字，算術の初歩，会話，体操であり，小学校中等科は3年課程で修身，読書，習字，算術の初

歩，体操，地理，歴史，図画，博物，物穫の初歩という科目構成であった(針。

師範学校予舗内や中学校において「会話j科は筆頭科目であった。また小学校においては「小

学校教則綱領j第 2条，第3条の指示した科目をすべて含んだうえで， r学制J(1872年 8月 38，
文部省布達第13号別問)には規定されていたが「教育令J(1879年 9 月 298 ，太政官布告第40~予)

以降臆止になった f会話j科を特設していた。つまり，どの教育階梯においても「会話J科は教
育課程において特尉な位置を占めていた。
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沖縄における教育課程(1880年)

学校種別 諜程・修業年限 科 8 名

締範学校 予備門 3ヶ月 会話，読法，算術

速成科 1年半

本科 2年
文学，地学，史学，修身学，物理学，数学，小学授業法，体操

中学校 3年 会話，読法，作文，第争t~. 修身，地理，歴史，物理，生理

小学校 4年(島尻) 修身，読書，作文，習字，算術，地理，歴史，会話

6年(首里) 修身， 作文，習得さ，算術，地理，控室史，物理，会話

〈表5)

〔史料 f沖縄県年報J.r文部省第八年報j421-422頁。〕
師範学校予備門は，蹄範学校本科あるいは速成科へ入るための準備を行なう課程である。
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f会話J科は f先生が普通話で聞かれては私共は一斉に方言で答へ，又先生が方言で閣かれて
は普通語で答へましたj<5)というように，沖縄口を使いながら「標準語jを教え込む科毘であっ

た。「会話j科が教育課程において重要であったことは，言語風俗の大和化を教育目標としてい

たことからすれば当然で、あった。そして沖縄口の話せない大和人が教員の多くを占めていたため，

授業を成立させるためにも f会話j科は必要不可欠であった。

f会話J科の教科書が f沖縄対話jである (6)0 r沖縄対話jは，沖縄県学務課が編纂し，会話
伝習所で使用していた上下2巻本であり， 1880年4月に出版届けを出し，同年12月に出版した。

f沖縄対話jは全八章からなり，第一章から)1震に名詞ノ部，四季ノ部，学校ノ部，農ノ部(以

上巻)，商ノ部，遊興ノ部，旅行ノ部，雑話ノ部(以上，下巻)である。名詞を列挙してい

る第一章以外は，どの章もニ人の会話で成り立っている。第七章旅行ノ部，第二国はく図〉のよ

うに始まっている。

〔出典 f沖縄対話』復刻版，国審刊行会， 1975年， 144-145J{o) 
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このように，大きく「標準語jが書かれ，その横に小さめに沖縄口がそえである。たしかに沖

縄口も書かれているけれども字の大きさが示しているように， r沖縄対話iではあくまでも「標
準語Jが主で，沖縄口は従であった(7)。この関係は授業において端的に示されている。大和人

教員であった野村成泰は， 1881年の中頭小学校開校当初のことを次のように臨想している。

幼年生児童同様ノ取扱ヲナシ発音ヨリ正シ，注入的教授ニシテ最モ急進主義ヲ取ル。然レ

ドモ師弟ノ間双方言語ノ不通ニ苦ミ，首フモノ簡クモノ其意義ヲ解セズ。殊ニ年長生ナル故

記臆力少ナク学術進歩ノ状一層運鈍ずjレヲ覚ヘタリ。斯ク進歩ノ遅キハ皐寛吉語ノ不通ニ原

霞スト思ヒ，本県学務課編纂ノ沖縄対話ヲ培議的ニ教へ込ミ，課業外ニモ専心練習セシメタ

ルニ漸次練習ヲ積ミ，師弟ノ関言フ事関ク事差支ヘザjレニ歪jレ(8)

「標準語jを解しない、沖縄人生徒と，沖縄口を解しない大和人教員が互いに会話できない状況

を，野村は沖縄人生徒に「標準語jを「暗諦的ニ教へ込Jむことにより解決することを意図した
のである。沖縄口を使用して f標準語Jを教えてはいるものの，沖縄口は「標準語jを教え込む

手段でしかなかった。大和人教員が沖縄口を覚えるのではなく，沖縄人生徒が一方的に「標準語j

を覚えなければならなかった点に「会話J科の特徴がある問。

この特徴は， 1894年に沖縄を揖察したー木喜徳郎による f言語ハ大和語ニ通スル者ハ官吏教員

地役人ノー小部分学校生徒等ニ過キス。其他沖縄入ハ大和語ヲ習ハントスルノ気力ナク，内地人

却テ沖縄語ヲ学ヒ笑際ニ差支ナキコトヲ務ムjレノ実況j(lO)という指摘と比較するとき，沖縄にお

いて学校が占めた特別な位賓を示している。

沖縄入が f標準語Jそ解さないため，大和人官車が沖縄口を話さなければ租税の徴収などの職

務を遂行できず，大和人官吏が「沖縄語ヲ学jばなければならなかった。けれども学校では，大

和人教員が沖縄口を覚え，それによって授業を行なうことはなく，生徒が一方的に「標準語jを

理解しなければならなかった。つまり沖縄において学校は特別な話語空間であった。ここに，学

校教育によって沖縄人に一方的に大和化を強いるという言語風俗の悶化の方法と特徴を示してい

た。

さて『沖縄対話jの記述について， r沖縄対話』で「標準語jを学んだ太剖朝敷は「四角張っ
た対話j(1l)と，また開波根直誠は「庶民間の横の関係というより，役人庶民といった縦の関係に

おいて使用されるような言辞が多く配されているj(12)と述べている。これらの指摘は当を得てい

るが抽象的である。少しく具体的に述べれば f沖縄対話jの特徴は以下の諸点にある。

第ーに， <図〉に見られるように，文体が敬{本であることである。これは，近くに住む沖縄人

農民同士という設定と考えられる第四重量農ノ部とて「田畑ノ， f乍1)物ガ，見事デゴザリマスガ，

当年ハ，豊作デ，ゴザリマショウj(第四章第一屈)のように例外ではない。沖縄人農民間士であっ

ても敬体を用いていることが， r沖縄対話jによって「標準語Jを学んだ太田に f四角張った対話J
という印象を刻みこんだのだろう。太田纏軒が1873年に刊行した，学制期における f会話j科の

代表的な教科書であった『会話篇J(13)が常体であったことと比較すると，日中縄対話jの重要な

特徴である。

この特徴は，沖縄人はj中縄口で話すのが当然であり，沖縄人が「標準語jで話すときは大和人

官吏，教員，寄欝商人など一一ーとの会話に摂られていたこと広由来している。少なくとも

大和人の論理としては沖縄人が大和人に対する敬語を用いた f標準語Jを使用すべきだと考えて
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いたため，縦の関係で用いるような苔葉が多くなっているのである。

第二に，単語が大和の「文明」を示すものとなっていることである。 f沖縄対話jはく図〉に

見られる「汽1!fIJのほか.r避雷柱J(第二章第二回).r望遠鏡J.r測量術J(ともに第三章第五回).
f電信機J(第三章第七回)など沖縄人の生活とは縁遠かった大和がもたらす「進んだJr文明J
を示していた。

つまり，学校教育において「標準語jを教え込むための科目として「会話j科が重要であった

だけではない。言語を同一化することはそのことにとどまらず，大和人が沖縄人を支配するとい

う関係，さらに「進んだj大和と「遅れたj沖縄という関係を教えることと一体であった。この

点にこそ大和化の本質があった。

(2) 風俗の大和化

① f学校名J
1897年に金武尋常高等小学校(沖縄鳥北部)に入学した与那城正ーは.r私が入学当時一番不
思議に患ったのは学校に来て始めて学籍簿より姓名を呼ばれた事であった。友人や家の人々から

嘗て聞いた事のない姓名を呼ばれたので不思議にしたのも無理のない事である。私は与那城iEー

と呼ばれたから，いや私は与那城正ーではない fマカjレjであると受持教員と議論したJ(14)と回

想している。

琉球王国時代には，士族は生まれてすぐに付ける輩名と元服してから付ける名乗りとの二つの

名前を持っており，役職ないし領地の変更によって姓を変えた。一方王子畏は名乗りを持たず童名

だけであり，姓を持たなかったため屋号を霊名の下に付けていた(15)。

これに対して，日本政府は琉球処分直後の1880年に沖縄人に対して戸籍を導入し，沖縄人個々

の姓名を確定した(16)。けれども，沖縄人同士の間では依然として童名で呼びあっていたためは7)

戸籍に登録した名前は与那城正ーのように学校で初めて罰かされるものであった。そのことから

すれば，与那域が教員に抗議したのは当然のことであった。

沖縄では，戸籍に登録した名前を一般に「学校名Jと呼んでいた。このことは，戸籍に登録し
た名蔀は学校で初めて聞かされ，学校において使用された名前であることを意味している。しか

もこの名前は学校以外で用いられることはなかったのである。

② 断髪と服装の変化

琉球処分譲後には，沖縄人は今までどおり琉装，結髪であり，沖縄人教員，生徒とて例外では

なかった。鵠述した沖縄人教員松元維栄は結髪で大帯を結んだ琉装であった。また伊波普猷はf森

文部大距が沖縄の学校を視に来られた頃(1887年2丹一一筆者)は，師範学校の生徒中に，断

髪したものは一人もなかったJ(18)と回想している。そうしたなかにあって，教員，官吏などの大

和人は断髪であり，洋装ないし和装をしていた。島尻では「教員は洋服又は着袴の他府県人に交

ふるに結髪大帯の本県人jであった(19)。すなわち琉球処分直後において，沖縄人は生徒も教員

も従来の理装を維持していたが，大和人教員は断髪で洋装あるいは和装をした地域社会における

数少ない存在であった。琉球処分直後，沖縄に入ってきた「標準語J.r学校名jや断髪，洋装・
和装などの大和的な雷語風絡は，学校にのみ存在していた。この時期，学校はまさに「大和屋J
であった。

そして沖縄人にこれらの風俗が広まっていくのは，ほかでもない学校からであった。
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沖縄人男子のなかでまず教員，生徒あるいは官吏が断髪した。中頭においては， 1888年に沖縄

人教員が児童に先んじて断髪している(20)。また伊波普猷によれば， 1891年頃までは f県人は殆

ど全部結髪で東京遊学生の大多数，中学部範の生徒，官公吏の一部，官庁の小使，それから狂人

が断髪をして居たj(21)という。

沖縄人生徒の断髪は，沖縄県尋常師範学校に端緒を求めることができる。 1887年頃，知花真志

など数名の生徒が斬髪し，彼らが答指舎で結髪の生徒の寝込みを襲い断髪させ(22) これを契機

に1888年4月には陣範学校生徒に一人の結髪者もいなくなった(23)。断髪と同時に，服装も変化

した。師範学校には兵式教練が課されていたため，1889年2月から生徒全員が洋服を着用した(24)。

沖縄において，沖縄入が洋服を着用した購矢である(25)。

同じ頃，沖縄累尋常中学校生徒も断髪を仔なった。 1888年3月，生徒相互の規約により断髪し

たが(26) 全員が断髪したわけではない。 1891年4月に中学校に入学した伊波普猷が，ある時下

罷教頭が教壇に立って「日本帝国の中学の中で，まだ結髪をしてだらしのない風をしてゐる所が

あるのは，実に歎かわしいことだ，今日皆さんは決心して断髪をしろ，さうでなければ退校をし

ろJと述べたのを聞いているからである(27)0 1891， 92年頃以降，結髪者を尋常中学校に入学さ
せなかったため，中学校生徒は全員断髪者となった(28)。

小学校における断髪の初期の例として，喜知嘉尋常小学校(沖縄島北部)をあげることができ

る。喜如嘉尋常小学校『沿革誌jは，次のように記録している(則。

(1889年一一筆者)七月五日全校総て断髪せり。廃藩後既に十年の星霜を経過せしも，

生徒猶来た結髪の髄習を脱せざりしが此頃に至り続々断髪を為し，生徒にして結髪するもの

一名もなきに歪れり。而して全校悉く断髪せしは当地方中本校を以て轄矢となす。蓋し気運

の然らしむるところとは去へ，本松吉11導の観(勧一一伽筆者)誘宜しきを得ずんば駕ぞ能く

此に至らんや。

当時，男子のみおよそ60名が審知嘉尋常小学校に就学していた(30)。かくも多数の彼ら全員が

断髪したことは，大和人教員本松虎之助の活動の結果である。大和人教員が沖縄入児童生徒に対

して威圧する力を持っていたからこそ，学校から沖縄人の断髪が始まったのである。

この時期においては，沖縄人教員は大和人教員とともに児童の断髪を推進したのではない。沖

縄県庁は沖縄人の断髪を推進するための f模範jとして沖縄人教員の断髪に控目したが，沖縄人

教員は自分自身の断髪を拒んだ。美里尋常小学校教員の松元総栄は首里中頭有志親睦会に出席し

たところ， r宴離なるに及んで鋲を持出して来る人が居た。すると私は比嘉氏と共に取るものも
取らずして，一生懸命に首里宿を指して逃げ出したjと回想している(31)0 1888年中頭での沖縄

人教員の断髪励行(32)とは，このような強制であった。そして，これが児童に先んじた断髪の実

態であった。

これら学校教員及び生徒が断髪したからといって，ただちに一般沖縄人に断髪が普及したので

はない。むしろ結髪の沖縄人は，断髪者を非難した。師範学校生徒で断髪した人々は， r世慢の
人から売国奴として罵られたj(33)。名護尋常小学校(沖縄島北部)では， 1889年5月15日に4名

の児薫が断髪したが，うち 2名の名護出身者に対し名護番所の役人等は f陰に陽に悪口を極めj，

「開化々々大和々々Jと期り，退校を強制した(34)0 1892年に鶴範学校鮒属小学校に入学した外

間良儀は「三吾幾十の附属小学校児章中散髪者は僅に二十五六名しか窟なかった。従って散髪者
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は学校内では無論のこと，通学の途中も罵囲の頑間連から『ゃれ乞食が通るjrゃれ坊主が通るJ
と罵雷議誘を浴せかけられ，時には石の閣が捲ることもあったJと回親している (35)。

師範学校，尋常中学校の生徒が断髪したあと，琉球王匿の中心地で‘あり士族の多かった苦里，

那載の小学校の児童が断髪するのではなく，むしろ農村部の小学校見童が断髪していることは注

自に値する。前述した照屋宏は， 1890年頃 f地方では教師の勧告で大部断髪するものが出来かけ

たが首盟，那覇では父兄が顧問で断髪など進めやうものなら学校を罷めさせると云ふ剣幕で殆ん

ど手の下しゃうがなかったJ(36)と出想している。事実，全校的な断髪を喜如嘉では1889年に行なっ

たのに対して，那覇では1895年であった。那議高等尋常小学校では， 1895年1月19日に江藤校長

が生徒に断髪を命じ，生徒総数945名中630名が3ヶ月の関に断髪した。命令以前に断髪していた

ものを加えて799名，比率にして約85%の生徒が断髪したが，命令に不瓶なもののほとんどが退

学した(37)0 1895年に那覇高等小学校四年生だった崎浜秀主は担母に断髪を反対されて，また卒

業試験を受けることもできず退学している(38)。

比嘉春潮は，平民から能奇襲が始まったことについて「平良が糞鎗の替を棄てることがあたかも

隷属からの解放と意識したためJと述べている(39)。また上溶八部も「開明化の実感は，身分制

の苔定にあったjとして， r陣頭や中頭地方の農民!習がまず断髪に応じたjことは当然だとして
いる(40)。たしかに琉球王臨時代には，冠，響，衣服，績などにより身分がはっきり区別されて

いた(41)。そのため平民震の沖縄人が断髪することにより，虐げられた身分から解放されるかも

しれないと期待した側面があったことは事実であろう。師範学校で初めに断髪した一人である知

花真志が中頭出身の平民であった(42)ことは，このことを裏付けているだろう。

にもかかわらず，首里，那覇以外の地においても，沖縄入が積極的に断髪したのではないこと

にも注意すべきである。

1890年5月，名護尋常高等小学校において，断髪を拒む児章二人を大和人教員秦蔵古が断髪し

た。秦はその時の様子を「愈切り落さんとしたれは，急に両眼釣り上り歯を喰ひしばり余を院み

つめ発狂人の如くなり眼を麗らして余が左の人指に喰ひ付き，尚奔をjよiて右手に突き込み流血淋

滴Jと述べている。その誼後，ニつの村が断髪を拒寵して集団で退校顕を出した。これを却下し
た学校側に対し，以後断髪させないことを要求した(43)。

大川尋常小学校(石垣島)では， 1895年5丹生徒70余名を引率して竹富島へ修学旅行へ出かけ

た旅先の夜に，教員が眠っていた生徒を断髪した(44)。また金武尋常高等小学校では1897年頃， r全
生徒を浜遊びに連れだし，港iこ碇泊して居た山原船を見学にと船に乗せ，其の船の中で先生方が

髪を切る相談をした。さあ生徒は大騒動，髪を切られるのが何よりいや，命程にも『カタカシラj

は』惜しいもので深い海中に飛び込んで泳ぎ渡るものも居たのであったJ(45)というように，日清戦

争後に沖縄各地の小学校で，学校教員が先輩を強制的に断髪した。決して「解放Jを意識して，
王子民農の沖縄人が選んで、断髪したわけではなかった。むしろ!日支配階級の勢力が弱かったことに

大和人教員及び官吏が乗じて，農村部でより早く断髪が行なわれたのではないだろうか。

この断髪は，同時に琉装を排して和装あるいは洋装にするものであった。なお女子の和装は首

里尋常高等小学校准訓導久場ツル子が端緒であり， 1899年のことであった(判。こうして沖縄人

にあっては，まず学校教員及び生徒が大和的な装いとなった。
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一一主主幽一一

(1) 1888年12月から実施された「沖縄県小学校教科用図書並参考用図書及其配当表J(島袋全発「開校当

時の那童書教育事情主主lこ英後の釜要記事J.那覇尋常高等小学校f開校凶十年記念誌J1928年.20-22頁)

には「会話J科に関する記述はない。また.1888年に那覇高等尋常小学校に入学した東恩納寛停によ

れば，対話という「日本語の稽台Jはなくなっていた(東恩納寛惇「小学校時代の怒出J.前掲，那

覇尋常高等小学校 f関校四十年記念誌J99頁)。

(2) r沖縄県日誌J1881年9fJ6日の条，琉球政府 f沖縄県史j第11巻.1965年.366賞。
(3) r沖縄県年報J.r文部省第十一年報J780頁。
(4) r沖縄県年報J.r文部議第十年報J773頁。
(5) 東恩納寛文「四十三四年前の那覇小学校J.前掲，那覇尋常高等小学校『開校凶十年記念誌J105頁。

(6) 前掲，島袋全発「照校当時の那覇教育事情並に其後の重要記事J11頁。

(7) 伊波普猷 f琉球諮便覧J1916年，服部四郎・仲宗根政誉・外関守善編『伊波普獄全集』第8巻，平凡

社.1975年.257頁。

(8) 野村成泰 f中頭郡学事ノ起原及進歩ノ状況J.沖縄県私立教育会 f琉球教育j第97号.1904年 7月。 f琉
球教育j復刻板，第10善幸，本邦書籍.1980年.370賞。

(9) 上沼八郎 f沖縄教育史一一独自性の確認、過程一一J.梅根倍濫修・世界教育史研究会編『世界教育
史大系』第3巻，講談社.1976年.278亥。

綿一木喜徳郎『一木書記官取調書警J1894年，琉球政府『沖縄県史j第14巻.1965年.508頁0

(ll) 太田毅敷 f沖縄県政五十年jおきなわ社.1932年.83頁。

同阿波根直誠「初等教育J.琉球政府 f沖縄燥史』第4巻.1966年.326賞。

同海後宗箆編『日本教科書大系』第4巻，講談役.1964年.47-60J'言。

同与那城正一「感想J.金武尋常高等小学校 f創立五十燭年記念誌J1934年.61頁。
同源武雄 f産育J.沖縄県 f沖縄県史j第22巻.1974年.484頁。大井浩太郎「命名J.前掲 f沖縄県史J
第22巻.907賞。

同比嘉春瀬「沖縄人の姓についてJ1961年.r比嘉春潮全集j第3巻，沖縄タイムス社.1971年， 232賞。
前掲，太田朝敷『沖縄県政五十年J40賞。

制宮城文『八重山生活誌j沖縄タイムス社.1972年.288頁。

同伊波普獄「私の子供時分J.沖縄県師範学校附緩小学校 f龍文書目立限十潟年記念J1921年.40賞。

(1的 「島尻郡初等教脊沿革J.沖縄教育会 f沖縄教育j第31号.1908年9月 5真。

側 「中頭郡初等教脊沿革J.前掲 f沖縄教育』第31号， 由貿。
申1) 伊波書雪猷 f在学時代の忠ひ出J.沖縄県立第一中学校学友会・沖縄県立第一中学校隠窓会 f養秀』第
35号.1934年.37真。

伺新納時哉 f明治ニ十年頃J.前掲，沖縄県師範学校附属小学校『議文書目立四十局年記念J31頁。

側前掲，伊波普獄「私の子供時分J40資。

似) r師範教育沿革J.前潟『沖縄教育j第31号.25頁。
制太田良博 f生活・風俗J.沖縄県 f沖縄県史j第5巻.1975年， 360賞。

僻 「県立中学校沿革J.前掲『沖縄教育j第31号.30真。

自7) 前掲，伊波議猷 f私の子供時分J42頁。

側崎浜秀主「回顧四十年J.前掲，那覇尋常高等小学校 f開校間十年記念誌j83頁。前掲，伊波書苦獣 f在

学時代の忍ひ出J38頁。
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側議知嘉尋常小学校『沿革誌』は， 1898年4月lこ起稿したものであり，それ以前の記述は当時の調査に

よる。藤本は義知嘉小学校所蔵。筆者はこの史料を浅野誠氏(中京大学)に提供していただいた。

側喜喜如嘉尋常小学校 f沿革誌jIこよれば， 1888年末の在籍生徒数は男子65名であり， 1889年末のそれは

3母子57名である。教員は本松司iI導ただ一人であった。

。1) 松元維栄「余が回顧J，前掲 f沖縄教育』第31号， 86頁。
倒前掲「中頭郡初等教育沿革J9賞。

側前掲，伊波普猷「私のそ子供時分J40賞。

側秦蔵省「余か経過せし二十一ヶ年J，前掲 f沖縄教育』第31号， 72頁。

側外関良儀「石の雨降るJ，前掲，沖縄県師範学校附属小学校 f穣文創立四十周年記念J52頁。

側熊康宏「四十年前の回顧J，前掲，那覇尋常高等小学校『開校四十年記念誌J，70頁。

制 前掲，島袋全発「開校当時の那覇教育事情主主に其後のA!聖書記事J30-31実。

側前掲，崎浜秀主「関顧lm十年J83賞。

倒比嘉春潮「沖縄現代社会・風俗史J1952年，前掲『比嘉春潮全集j第2巻， 71真。

側前掲，上沼八郎 f沖縄教育史J272真。

最1) 前掲，宮城文 f八E霊山主主活誌J94-96真。

制沖縄県師範学校 f沖縄県邸範学校一覧J1901年， 127頁。

制前掲，秦蔵吉「余か経過せしニ十一ヶ年J73-74頁。

側三木俊『八重山近代史の諸棺j文嶺社， 1992年， 83-87頁。

制前掲，与那城iEー「感想J61頁。

制沖縄県私立教育会 f琉球教育j第42号， 1899年6月，集報欄。前掲 f琉球教育j復刻版，第5巻， 53 

真。女子の和装や罪事の除去などについては，日清戦争後の「風俗改良J運動について扱う別穏にて検

討する。

おわりに

本論文で明らかにし得たことをまとめておきたい。

① 1872年の琉球瀧設置以捧，沖縄統治担当者は教育政策を治安対策と結びついた沖縄統治政

策の連環において構想し，重視していた。内務省出張所々長心得河原田盛美は，勧業の基礎

としてばかりでなく，沖縄統治のために沖縄人に文字の読み書きができることを求め， r旧
学校Jの「改革jを必要とした。しかしながら琉球王閤の統治機構が残存していた琉球藩時

代には実現できず，この課題は初代沖縄県令鍋島誼彬の時期まで持ち越された。

日本政府は沖縄人の琉球処分反対に豪商し，沖縄の帰属問題を清留との外交関題となるこ

とを避けるため，沖縄が「日本jの一部であることを清国をはじめ諸外器に示す必要があっ

た。また沖縄人が f標準語Jを理解しないことが統治の障害であったので，鍋島は雷諮風俗
の大和化を必要とし，その手段を教育に求めた。沖縄県庁は rl日学校jの復活を経て，会話
伝習所を皮切りに学校設置を開始した。

琉球処分譲後の沖縄県政は，勧業と勧学に重点があったと指摘されるが，勧業は沖縄人が

必要とする側甜もあったのに対し，勧学は沖縄県庁にとってこそ必要なものであった。

② 全国平均就学率と比較するとき，沖縄における就学率の f低さJは圧倒的であった。これ

は沖縄における学校の性格を沖縄人が看破していたことに由来していた。沖縄人が学校を「大
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和麗jと呼んだ事実は，このことを象徴している。学校教員はほとんどが大和人であり，彼

らは地域において「標準語Jを常用し，かっ断髪で洋装あるいは和装をした数少ない人々で

あった。沖縄人は威圧的な彼らを恐れ，また学校を大和化の拠点としてとらえ，就学を拒否

した。

これに対して，沖縄県庁は地方役人層を主対象に特典を伴った就学督励を行なった。これ

は，実際の沖縄統治にあたる沖縄人を再編する統治政策の一環でもあった。沖縄入は特典に

もかかわらず容易には就学しなかった。沖縄人に f恐怖心jを与える大和人教員が多いこと

は，就学督励を実行するうえで不都合であり，沖縄人教員の養成は急務であった。彼らの存

在なしに，教育政策は遂行できなかったのである。

にもかかわらず沖縄人教員は，教育政策遂行上障壁ともなり得る存在であった。沖縄県庁

は沖縄人の断髪を行なう f模範jとして沖縄人教員が断髪することを強制したが，彼らは自

身の断髪を忌避した。沖縄人教員は，沖縄県庁にとって諸刃の剣であったのである。

断髪を沖縄に京めていくのは，大和人教員たちであった。断髪は琉球王閣の身分掛からの

解放という側面を持ちつつも，大和人教員の強制により学校生徒児童に広まった。断髪をは

じめとする大和的な風俗は学校から広まったのであり，学校は大和化の中心として機能した。

そして大和化は，ただ言語風俗を同一化することにとどまらず， r沖縄対話jに見られるよ
うに，大和が沖縄与を支配するという関係をも教え込むという点に特徴があった。

最後に，今後の課題として以下のことをあげておきたい。

筆者はひきつづき沖縄における学校の存在に注目して，大和化政策とその実態について検討す

る予定である。筆者は本論文執筆を通じて，今後の分析の視点として，教育政策遂行の要に位置

する沖縄人教員に注目することが重要であると考えるに至った。さらに沖縄人教員は，政策の末

端としての性格(1)と「伝統j的な共同体構成員としての性格を問時に兼ね備えた存在であり，

彼らに注目することにより，沖縄人の生きた歴史を解明する手がかりを得ることができるのでは

ないかと考えている。

日清戦争での尽本の勝利により，琉球処分に抵抗していた「頑器党jも沖縄の日本』帰属を認め

ざるを得なくなっていく。ここに至り日本政府は沖縄の18慣を「改革Jし，第一の施策として

1896年に徴兵令のうち陸軍六選問現役兵制度を，きらに1898年から大幅な徴兵免除規程を設けて

徴兵令を施行した。学校教員は「徴兵当章表者教育jに取り組み，徴兵令施行は沖縄に「標準語J
が普及する重要な契機となっていった(2)。沖縄への徴兵令施行に伴う学校，学校教員の取り組

みを解明することが第一の課題である。

日清戦争後，沖縄において就学率が急激に上昇し局時に学校教員が中心となり言語嵐俗の大和

化いわゆる f風俗改良j運動を展開した。この運動の実態と「風俗改良Jにおける学校教員の行
動を解明することが第二の課題である。

1888年から日清戦争に日本が勝利する1895年までの学校，学校教員の実態を解明することが，

第三の課題として残されている。遅くとも日清戦争中には，沖縄人教員も児童・生徒への「風俗

改良jを勧めている(3)。沖縄人教員の行動に変化が生じているのであり， 1888年までとは異な

る点である。この変化が生じた理由を解明するためにも，この中間に位置する1888年から1895年

の分析は重要であり，本論文で仮説的に示した地方役人層と居住人膚との「対立jなど，沖縄の

内部構造の解明も必要となるだろう。
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(1) 浅野誠 f沖縄県の教育史j忠文調， 1991年， 139-140頁。

(2) 比嘉春潮「琉球諮とその変化J1935年， r比嘉春潮全集i第3巻，沖縄タイムス社， 1971年， 378賞。
(3) 神山政良「私の約廃時代J，沖縄県師範学校附属小学校『龍文 開校四十潤年記念j1921年， 50亥。

神山によれば， 1894年の秋頃，認"導大城彦五郎が f服装改良jを生徒に勧めた。師範学校卒業さ主名簿

(沖縄県御範学校『沖縄県倒範学校一覧J1901年， 129頁)によれば，大城彦五郎は国頭上旬身，平民

である。

(付記)・本論文作成にあたり，以下の個人及び機関に，史・資料の提供ないし閲覧の痩宜を受

けた。記して感謝します。(五十音願)

浅野誠氏。沖縄県立図書館，間史料編集室。闇立公文書館。思立国会図書館，同憲

政資料室。国立史料館。筑波大学附属図書館。北海道大学附属図書館。琉球大学附

属図書館。

・本論文脱稿直後の1993年3月下旬，鹿野政鹿氏が岩波書活より『沖縄の漉 伊波普獣

とその時代jを出版された。


